
&
ト
リ
£
局
、
。
ル

第
五
十
巻

張
墜
良
政
権
下
の
幣
制
改
革

ー

l
「
現
大
洋
票
」

の
政
治
的
合
意
|
|

西
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は

じ

め

に

一
張
作
震
後
の
奉
天
票

-
奉
天
票
暴
落
の
第
三
局
面
l
一
九
二
八
年
春
l

2

張
作
森
後
の
奉
天
票
と
新
た
な
金
融
幣
制
改
革
論

3

易
機
後
の
奉
天
票
暴
落
最
彩
局
面
と

「
現
大
洋
建
」
へ
の
移
行
|
一
九
二
九
年
春

|

二
「
遼
寧
省
城
四
行
挽
聯
合
準
備
庫
」
と
「
現
大
洋
票
」

-
奉
天
票
に
お
け
る
「
紙
幣
減
債
の
逆
誘
致
果
〈
チ
ュ
ロ
l

ニ
数
果
〉
」

2

「
遼
寧
省
城
四
行
貌
聯
合
準
備
庫
暫
行
章
程
」
|
一
九
二
九
年
五
月
一
五
日
|

3

現
大
洋
票
の
夜
行
と
奉
天
票
の
並
存
|
幣
制
改
革
か
ら
み
た
二
重
政
策
|

三
遼
寧
幣
制
改
革
へ
の
胎
動
i
「
現
大
洋
票
本
位
制
」
へ
の
移
行
l

-

遼

寧
に
お
け
る
本
位
通
貨

「
現
大
洋
菓
」
の
成
立
|
一
九
二
九
年
秋
J
三
O
年
春
|

地
方
的
僚
制
改
革
の
展
開
と
経
済
環
境

2 

第
四
挽

卒
成
四
年
三
月
護
行

村

成

雄

-1-
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3 

遼
寧
幣
制
改
革
論
の
射
程
距
離
|
『
ケ
メ
ラ
1
報
告
書
』

と
『
東
一
一
一
省
金
融
整
理
委
員
曾
報
告
書
』

l

す

び

む

fi. 

じ

め

一
九
二

0
年
代
中
園
遼
寧
地
域
の
基
軸
的
逼
貨
、

(
1
)
 

奉
天
票
(
漉
免
券
)
の
暴
落
に
閲
す
る
従
来
の
と
ら
え
方
に
は
二
つ
の
面
で
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
奉
天
票
暴
落
の
指
標
が
通
常
日
本
側
の
金
票
(
朝
鮮
銀
行
券
)
百
固
と
の
比
債
で
表
示
さ
れ
た
減
債
率
と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
は
奉
天
票
に
と
っ
て
は
、
通
貨
と
し
て
の
封
外
的
債
値
を
表
わ
す
と
と
も
に
、

さ
ら
に
金
票
の
針
金
相
場
が
前
提
さ
れ
て
い
る
黙
で
二
重

の
意
味
で
の
封
外
債
値
表
示
で
あ
っ
た
。
日
本
側
か
ら
み
れ
ば
、
た
と
え
奉
天
票
が
事
寅
上
の
不
換
紙
幣
で
あ
り
封
外
決
済
機
能
を
も
た
な
い

(
2
)
 

「
現
地
通
貨
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
東
北
特
産
大
豆
買
附
に
匪
倒
的
役
割
を
果
た
す
奉
天
票
を
金
票
と
リ
ン
ク
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

-2-

る。
し
か
し
、
奉
天
票
の
劉
内
債
値
(
購
買
力
)
を
考
え
る
う
え
で
は
、

遼
寧
と
い
う
地
域
に
お
け
る
現
大
洋
(
銀
元
)
と
の
比
債
が
無
視
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
結
果
的
に
は
封
外
的
針
内
的
債
値
表
示
に
お
い
て
い
ず
れ
も
紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
わ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
基
準
は
な
お
圏
内
銀
系
鋳
貨
に
置
く
こ
と
が
安
嘗
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
奉
天
票
の
針
金
票
、
封
現
大
洋
比
債
は
、
統
計
か
ら
み

て
一
九
三

O
年
半
ば
頃
ま
で
は
ほ
ぼ
同
率
で
相
関
し
て
い
る
の
も
事
買
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
針
金
票
比
債
で
奉
天
票
の
減
債
を
論
じ

る
こ
と
と
す
る
。

次
圃
は
、
奉
天
票
が
暴
落
し
た
劃
期
と
さ
れ
る
一
九
二
五
年
以
降
か
ら
張
事
良
政
権
下
ま
で
の
針
現
大
洋
の
減
債
傾
向
を
如
質
に
表
わ
し
て

い
る
。
こ
の
「
歴
年
奉
票
債
格
曲
線
圃
(
一
九
二
一
よ
ニ
O
年
ど
か
ら
み
れ
ば
、
二
一
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
比
較
的
安
定
期
つ
一
元
以
下
)
か
ら
、

二
五

1
一
一
六
年
の
滅
債
の
激
し
く
な
っ
た
第
一
局
面
(
二
J
六元)、

二
七
年
牢
ば
の
第
二
局
面
(
一

O
元
前
後
)
を
経
て
、

二
八
年
の
第
三
局
面
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六一元

六O元
五八元

五六元

五四元

五二元

五O元
四八元

四六元

四四元

四二元

四O元
三八元

ニ六元

一
冗
一
冗
一
冗
一
冗

四
二

O
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二六元

一
冗
元
一
冗
一
冗

四
二

O
八

一
一
一
一
一
一
一

一六元

一
冗
-
冗
一
一
ん

四
二

O

一

一

一

〔第1表〕 歴年奉票債格曲線園

民園ーO年至一九年 (1921-1930)

J¥フE

六元

四元

_7C 

-0年一一年一二年一三年一四年一五年一六年一七年一八年一九年
(1921) (1922) (1923) (1924) (1925) (1926) (1927) (1928) (1929) (1930) 
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一八億元

一七億元

一六億元

一五倍、元

一四億、元

一冗億一一
一
一二億元

一冗
也
H
U

-0億元

九億元

六億元

五億元

四億元

一冗立忌一一一

二1吉元

一倍、元

510 

〔第2表〕 歴年奉票設行曲線園

民図一四年至一八年(l925~1929)

八億元

七億元

一四年
(1925) 

一五年
(1926) 

一七年
(1928) 

一八年
(1929) 

一六年
(1927) 

-4-
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遼寧省物債指数表〔第3表〕

(二
0
1三
O
一
否
、
二
九
年
の
最
終
局
面
(
六
O
元
前
後
)
と
い
う
経
過
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
過
程
は
、
「
歴
年
奉
票
護
行
曲
線
国
会
主
よ
一
九
年
)
」

都
民
率
と
の
相
関
関
係
を
明
瞭
に
よ
み
と
り
う
る
。
ま
た
、

(
3〉

率
と
も
照
臆
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

に
示
さ
れ
た
奉
天
票
護
行
の
堵

「
遼
寧
省
物
債
指
数
表
」
の
物
債
上
昇

奉
天
票
暴
落
に
闘
す
る
第
二
の
不
十
分
な
黙
は
、

一
九
二
九
年
段
階
最
終
局
面
に
お
け
る
現
大

洋
一
元
に
劃
す
る
奉
天
票
六

O
元
(
一

O
O元
に
濁
し
て
は
、
六

0
0
0
5
前
後
の
暴
落
の
意
味
が

一
九
二
八
年
六
月
以
降
の

十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

張
事
良
政
権
の
成
立
、
同
年
一
一
一
月
末
の
易
峨
に
よ
る
南
京
園
民
政
府
と
の
合
流
な
ど
の
政
治
的

地
殻
襲
動
を
前
提
と
し
た
地
方
的
金
融
幣
制
政
策
の
展
開
が
、
こ
の
暴
落
と
ど
の
よ
う
に
閥
連
づ

- 5一

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
九
年
六
月
二
五
日
、
遼
寧
省
政
府
は
現
大
洋
一
元
を
奉

天
票
(
奉
大
洋
票
)
五

O
元
〈
奉
小
洋
票
換
算
で
は
六

O
元
)
と
す
る
法
定
相
場
を
設
定
し
た
が
、

そ

の
後
の
一
年
を
通
じ
て
奉
天
票
の
劃
現
大
洋
比
債
は
、
ほ
ぼ
法
定
債
格
と
接
近
〈
最
高
五
六
元
、
最

低
六
二
元
〉
し
た
範
圏
で
の
襲
動
を
示
し
て
い
た
。
衣
表
は
、
奉
天
票
の
封
現
大
洋
(
一

O
O元
)

〈

4
)

比
債
と
、
奉
天
票
の
針
金
票
(
百
園
〉
比
債
を
示
す
。

奉
天
票
針
金
票
比
債
は
二
九
年
六
月
以
降
も
か
な
り
の
低
落
傾
向
を
み
せ
る
の
に
封
し
、
封
現

大
洋
比
債
は
法
債
と
の
比
較
的
安
定
的
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
れ
は
遼
寧
(
藩
陽
)
に
お
け

る
市
中
相
場
の
相
劃
的
安
定
と
、
調
外
債
値
嬰
動
と
の
事
離
を
意
味
し
て
お
り
、
遼
寧
地
域
社
曾

経
済
の
濁
自
な
空
間
分
析
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
従
来
は
、
奉
天
票
の
針
金
票
比
債
を
基
準

と
し
た
減
債
傾
向
が
二
九
年
後
半
期
以
降
も
持
績
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
北
地
域
経
済
は
遁
貨
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〔第4表〕 奉天票の交換比率(毎月中値一箇月卒均)

針現大洋100元 釘金票100困 !t現大洋100元 針金票100困

1928年l月 2，073.66元 2，032.00元 1930年l月 6，030.00元 8，300.00元

2 2，833.33元 2，882.57元 2 5，995.00元 8，270.00元

3 2，409.00元 2，520.00元 3 6，015.00元 8，630.00元

4 2，600.41元 2，604.81元 4 6，030.00元 8，822.36元

5 2，761. 73元 2，630.35元 5 6，032.50元 9，865.00元

6 2，550.69元 2，380.43元 6 6，050.00元 11，306.52元

7 2，138.26元 2，070.00元 7 6，056.50元 11，280.92元

8 2，276.61元 2， 162. 11元 8 6，043.20元 10，723.40元

9 依 除 9 6，048.33元 10，602.30元

10 2，534.52元 2，529.04元 10 6，041. 59元 10，699.45元

11 2，762.50元 2，751. 33元 11 本6，017.76元 10，579.83元|

12 2，818.15元 2，816.33元 12 *6，006.20元 11，448.16元

! 1929年1月 2，800.43元 2，755.77元 1931年1月 本6，019.46元 13，142.50元
2 2，989.33元 2，927.00元 2 *6，043.94元 14，311. 58元

3 3，652.24元 3，644.00元 3 牢6，055.74元 13，627.40元

4 4，629.00元 4，635.45元 4 牢6，098.83元 13，488.33元

5 5，388.40元 5，423.43元 5 * 6，181. 29元 14，113.87元

6 6，130.24元 6，578.57元 6 牢6，353.33元 14，747.22元

7 6，172.66元 6，650.92元 7 牢6，361.29元 14，116.45元

8 6，089.25元 7，006.11元 8 *6，220.96元 14，326.45元

9 5，885.00元 6，475.00元 9 *6，208.09元 14，063.33元

10 5，982.17元 7，231. 51元 10 本6，589.03元 14，742.09元

11 5，969.00元 7，170.95元 11 *6，174.16元 11，554.00元

12 6，025.00元 7，590.00元

出典:1928年 1 月~193C年 6 月「奉天経済旬報」月末貨幣相場表による。

1930年 7 月 ~1931年11月 「奉天商工月報」月末貨幣相場表による。

*なお， 1930年11月以降は，針現大洋菓100元についての奉天票債格である。

また，註(66)，第6表を参照。
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的
側
面
に
お
い
て
「
素
範
」
し
、
地
域
経
済
も
大
き
な
撹
範
を
蒙
っ
て
き
た
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
奉
天
票
の
劃
内
債
値
指
標
の
相
劃
的
安
定

性
と
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
た
新
た
な
基
軸
的
通
貨
「
現
大
洋
票
」
護
行
の
篠
件
形
成
に
着
目
す
る
な
ら
、
二
八
年
一
二
月
二
九
日
の
易
職
後
の

新
た
な
地
方
的
金
融
幣
制
改
革
の
胎
動
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
幣
制
(
通
貨
)
改
革
の
意
味
を
次
の
三
貼
か
ら
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

一
般
的
に
二

O
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
中
園
に

一
九
三
五
年
一
一
月
三
日
の
法
幣
改
革
聾
明
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
骨
格
は
、

リ
1
ガ

ル

テ

γ
〆
1

一
九
三
三
年
鹿
雨
改
元
以
来
の
銀
貨
本
位
制
を
放
棄
し
、
紙
幣
を
法
貨
と
す
る
。

紙
幣
護
行
擢
を
政
府
系
銀
行
に
集
中
す
る
。

外
園
鋳
替
に
よ
っ
て
債
値
維
持
を
園
る
。

(
5
)
 

と
す
る
貼
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傑
件
が
不
均
等
に
成
熟
す
る
過
程
も
含
め
て
幣
制
改
革
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
幣
制
改
革
と
は
、
第
一
に
逼
貨
の
統
一
、
第
二
に
通
貨
債
値
の
安
定
が
な
ん
ら
か
の
基
礎
を
も
つ
こ
と
、
第
三
に
中
央

(
6
)
 

金
融
機
関
の
組
織
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
三
僚
件
の
歴
史
的
形
成
史
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

お
け
る
幣
制
改
革
の
到
達
黙
は
、

(3) (2) (1) 

- 7ー

以
下
、
張
作
震
後
の
園
民
政
府
地
方
政
権
下
に
お
け
る
奉
天
票
暴
落
の
買
態
と
、
奉
天
票
整
理
遁
程
が
、
地
方
的
幣
制
改
革
の
一
環
と
し
て

の
免
換
券
「
現
大
洋
票
」
の
、
浸
透
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
あ
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
い
。

張
作
震
後
の
奉
天
票

1 

奉
天
票
暴
落
の
第
三
局
面
|
|
一
九
二
八
年
春
|
|
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一
九
二
七
年
六
月
一
八
日
、
張
作
震
は
前
年
二
一
月
安
圏
軍
縮
司
令
就
任
以
来
の
北
京
政
権
を
再
編
成
し
、
自
ら
陸
海
軍
大
元
帥
と
し
て
中

華
民
国
軍
政
府
を
組
織
、
潜
復
を
園
務
組
理
に
任
じ
た
。
他
方
、
園
民
革
命
運
動
は
す
で
に
武
漢
政
府
と
南
京
政
府
に
分
裂
し
て
い
た
が
、
八
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月
に
寧
漢
合
作
し
、
翌
二
八
年
初
に
蒋
介
石
ら
は
「
第
二
次
北
伐
」
の
封
象
と
し
て
張
作
震
北
京
政
権
の
打
倒
を
か
か
げ
北
上
し
は
じ
め
た
。

張
作
震
は
「
園
民
革
命
軍
」
と
の
軍
事
封
決
の
な
か
で
守
勢
に
置
か
れ
な
が
ら
、
北
京
政
権
を
維
持
す
る
た
め
の
軍
事
的
財
政
的
支
出
を
す

一
九
二
八
年
蓄
正
月
を
迎
え
て
、
張
作
震
は
楊
宇
震
を
奉
天
に
開
ら
せ
、
劉
向
清
省
長
や
彰
賢
東
三

(

7

)

 

省
官
銀
披
組
掛
に
命
じ

「
軍
政
費
三
千
世
間
元
」
を
調
達
さ
せ
た
。
そ
の
方
法
は
、
財
政
の
暴
力
と
も
い
う
べ
き
奉
天
票
の
増
設
で
あ
っ
た
。

(

8

)

 

こ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
護
端
と
な
り
、
浦
餓
附
属
地
開
東
臨
所
轄
の
奉
天
取
引
所
相
場
は
、
二
七
年
一
二
月
一
日
の
針
金
票

一
O
O固
が
一

O
九

ベ
て
負
捨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

八
元
(
封
現
大
洋
は
一
一

O
七
元
)
で
あ
っ
た
も
の
が
、

(
9
)
 

奉
天
票
は
約
字
分
に
減
債
し
た
。
時
期
的
に
も
農
作
物
の
出
廻
り
期
に
あ
た
り
、
特
産
物
購
入
の
た
め
東
三
省
官
銀
競
側
も
新
紙
幣
を
大
量
に

護
行
し
、
減
債
を
促
進
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

二
八
年
一
月
七
日
に
は
一
九

O
O元
(
封
現
大
洋
二

O
五

O
元
〉
と
、

ほ
ぼ
二
倍
と
な
り
、

省
政
府
側
は
こ
う
し
た
な
か
で
奉
天
票
の
債
格
維
持
政
策
を
出
さ
ざ
る
を
え
ず
、
銭
紗
業
者
の
投
機
禁
止
、
帳
簿
検
査
、
現
大
洋
持
出
し
禁
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止
な
ど
の
直
接
的
金
融
取
締
の
強
化
が
な
さ
れ
、
他
方
で
は
現
大
洋
一
元
を
奉
小
洋
票
(
奉
大
洋
票
の
二
割
増
と
な
る
銅
元
票
)

一
六
元
と
す
る
公

(

日

)

定
相
場
を
設
け
、
現
大
洋
と
の
先
換
に
麿
ず
る
措
置
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
物
債
騰
貴
も
甚
し
く
、
一
月
九

(
日
)

日
の
調
査
で
は
、
食
糧
口
問
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
組
卒
均
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
騰
貴
率
を
示
し
た
。
こ
の
物
債
騰
貴

は
賃
金
生
活
者
を
直
撃
し
、
「
細
民
殊

一一日
労
働
者
階
級
ノ
生
活
ノ
安
定
ヲ
奪
」
う
状
況
に
あ
っ
た
。
賃
金
を

「
現
大
洋
建
」
と
す
る
要
求
運
動

(

ロ

〉

も
組
織
さ
れ
は
じ
め
た
。
奉
天
票
建
で
あ
る
た
め
に
貫
質
賃
金
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
、

そ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
献
労
働
争
議
も
積
鼓
し

た
。
す
で
に
二
七
年
末
か
ら
兵
工
廠
で
は
賃
金
の
八
割
を
現
大
洋
で
、
二
割
を
奉
天
票
に
よ
る
支
給
と
し
て
い
た
し
、
奉
天
紡
紗
廠
な
ど
で
も

(
日
)

現
大
洋
建
で
奉
天
票
市
債
に
換
算
し
て
支
給
し
て
い
た
。

奉
天
票
は
さ
ら
に
一
月
一
一
一
一
日
、
四
四

O
O
元
に
暴
落
し
立
曾
い
停
止
と
な
っ
た
。
特
産
品
大
豆
の
集
散
地
織
嶺
で
は
、
小
貫
一
商
は
「
金
票

(
日
本
側
朝
鮮
銀
行
券
)
モ
シ
ク
ハ
現
洋
貰
」
を
要
求
し

(
M
)
 

た
と
す
ら
言
わ
れ
て
い
た
。
在
奉
天
日
本
総
領
事
館
も
、
こ
う
し
た
事
態
に
つ
き
「
奉
票
ノ
信
用
既

ニ
地
ニ
落
チ
」

「奉
天
票

-一
依
ル
販
買
ヲ
拒
絶
シ
タ
リ

」
と
俸
え
ら
れ

「奉
票
既

-一
流
通
力
ヲ
失
」
'コ

「
奉
票
ノ
運
命
延
テ
三
省



ノ
素
凱
推
察
一
一
難
カ
ラ
ス
」
と
し
、
二
七
年
一
一
月
以
来
の
逼
化
鯨
大
万
舎
の
運
動
も
「
偶
々
三
省
窮
民
ノ
一
端
ヲ
現
セ
ル
ニ
過
キ
」
ず
と
報

告
し
、
張
作
震
が
「
中
央
政
争
ヲ
事
ト
シ
居
ル
」
朕
況
で
は
「
三
省
ハ
内
憂
外
患
ノ
巷
ト
化
セ
サ
ル
無
キ
ヲ
保
シ
難
カ
ラ
ン
」
と
い
う
危
倶
を

(
日
)

表
明
し
て
い
た
。

上
ゲ
」 従
来
、
奉
天
票
増
設
ご
と
に
出
さ
れ
て
き
た
金
融
擾
凱
取
締
令
は
今
回
も
「
奉
天
省
長
公
署
訓
令
第
七
五
競
(
一
月
一
三
日
)
」
と
し
て
護
出

さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
一
般
一
商
人
」
の
動
向
を
と
り
あ
げ
て
「
奉
票
ノ
行
使
ヲ
拒
絶
シ
、
現
大
洋
ヲ
索
用
」
す
る
者
多
く
、
「
物
債
ヲ
引

(

日

)

「
甚
シ
キ
ハ
現
大
洋
本
位
-
一
改
メ
」
ょ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
月
一
日
附
の
省
長
公
署
の
白
話
瞳

(ロ)

「
大
元
帥
張
作
震
の
識
旨
」
を
援
用
し
つ
つ
奉
天
票
の
減
債
防
止
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。

に
よ
る
布
告
第
一
競
で
は
、

の
遁
例
で
あ
り
「
治
奉
以
来
十
徐
年
」
官
銀
競
護
行
の
涯
免
券
(
奉
天
票
〉
を
も
っ
て
自
由
に

取
引
し
交
易
で
き
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
し
か
し
「
近
年
一
部
好
商
ノ
投
機
ト
新
聞
ノ
埋
造
記
事
一
一
踊
ヒ
セ
ラ
レ
テ
、
金
融
債
値
カ
低
落
」
し

第
一
に
、
紙
幣
の
護
行
は
東
西
の
「
富
園
」

」
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、

一
九
一
七
年
奉
天
票
護
行
以
来
コ
ニ
省
人
民
ノ
心
中
ニ
ハ
、
只
タ
奉
票
ア
ッ
テ
現
洋
ア

「
公
私
財
産
亦
奉
票
ヲ
本
位
ト
セ
サ
ル
ハ
ナ
カ
γ

タ
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
信
用
債
値
ハ
依
然
ト
シ
テ
存
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て
き
た
。
こ
れ
は
十
数
年
前
の
現
小
洋
票
し
か
な
く
そ
の
免
換
問
題
で
「
市
中
恐
怖
ノ
朕
態
」
と
な
っ
た
時
、

涯
党
参
を
護
行
し
て
救
済
し
た

ル
ヲ
知
ラ
ナ
イ
」
朕
態
で
、

在
ス
ル
カ
ラ
、
低
落
ス
ヘ
キ
理
由
ハ
ナ
イ
」
。
ま
さ
し
く
「
唯
一
無
二
ノ
紙
幣
」
を
使
用
す
る
こ
と
と
、

に
あ
る
。
第
三
に
、
も
し
奉
天
票
の
「
債
格
ヲ
依
復
ス
ル
コ
ト
カ
出
来
ナ
イ
時
ハ
、
本
元
帥
ハ
私
産
全
部
ヲ
貰
排
γ
テ
奉
票
ヲ
措
保
ス
ル
」
つ

も
り
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
奉
票
」
に
代
わ
る
べ
き
紙
幣
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
救
済
ノ
責
任
ハ
官
民
協
力
」

甚
シ
グ
」
こ
の
布
告
は
、
張
作
震
の
政
治
的
権
威
を
も
っ
て
奉
天
票
の
減
債
防
止
を
園
っ
た
も
の
と
い
い
う
る
が
、
現
賓
の
経
済
賦
態
は
「
萎
鹿
沈
滞

「
奉
票
ノ
手
持
ヲ
喜
ハ
ス
、
奉
票
一
一
依
ル
取
引
ヲ
遅
ケ
、
極
力
金
票
乃
至
現
大
洋
建
-
一
依
ラ
ム
ト
ス
ル
傾
向
」
に
あ

っ
た
。
し
た
が

515 

銭
紗
業
者
へ
の
抑
塵
策
(
帳
簿
検
査
、
私
服
巡
警
な
ど
に
よ
る
取
締
)
、

っ
て
、
寅
際
の
省
政
府
側
の
針
策
は
、
暴
落
緩
和
策
と
し
て
各
一
商
戸
の
矯
替
取
組
の
援
大
を
認
可
す
る
こ
と
、
投
機
を
園
る
も
の
と
判
定
し
た
(
日
)

金
融
維
持
策
と
し
て
の
現
大
洋
に
よ
る
奉
天
票
の
回
放
な
ど
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
も
日
本
側
の
観
察
で
は

「奉
票
ハ
官
憲
ノ
強
匪
命
令
ト
張
作
震
ノ
劉
省
民
警
告
ニ
依
リ
辛
フ
シ
テ
其
ノ
流
通
ヲ
保
チ
居
ル
」
吠
況
に
あ
る

(
川
口

)

と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
奉
天
票
暴
落
針
策
を
非
経
済
的
手
段
と
経
済
的
手
段
に
巨
分
す
る
と
す
れ
ば、

一
方
で
強
匪
的
に
投
機
防
止
を
寅
施
し

ザコ
ずコ

他
方
で
奉
天
票
田
牧
資
金
(
現
大
洋
)
の
調
達
に
よ
る
市
場
の
安
定
化
と
い
う
課
題
に
と
り
く
む
必
要
が
あ
っ
た
。

劉山間
清
省
長
ら
は

北
京
に
赴
き
張
作
震
と
の
交
渉
の
う
え
、
奉
天
票
田
牧
の
た
め
の
三
六

O
O高
元
の
借
款
と
、
年
間
所
要
軍
費
を
九

0
0
0
寓
元
に
限
定
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
傍
え
ら
れ
る
な
か
で
、
三
月
上
旬
の
奉
天
票
の
針
金
票
三

O
O
O元
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
旬
に
は
二
七

O
O元
、
下
旬

(

初

)

に
は
二

O
O
O元
と
回
復
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
第
二
女
北
伐
箪
」
の
北
上
と
奉
天
軍
不
利
と
い
う
政
治
的
軍
事
的
劣
勢
が

停
え
ら
れ
、

さ
ら
に
五
月
一
日
済
南
が
占
領
さ
れ
る
に
及
び
、
三
日
の
奉
天
票
は
三
一
五
八
元
の
暴
落
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
軍
の
出

兵
介
入
と
北
伐
の
停
頓
、
上
海
大
連
の
銀
高
な
ど
で
九
日
に

は
二
三
二

O
元
と
な
り
、

(
幻
)

む
し
ろ
好
感
し
て
二
四

0
0
1
二
五

O
O元
蓋
を
保

っ
て
い
た
。

五
月
下
旬
の

「
張
ノ
下
野
、
奉
軍
ノ
閥
外
撤
退
読
」
を

- 10-

四
月
二
六
日
の
省
行
政
舎
議
で
は

「奉
天
票
整
理
金
融
公
債
三

0
0
0寓
元
」
の
護
行
を
決
定
し
、
各
農
戸
に
は
燃
の
税
掲
局
を

(
幻
)

通
じ
、
各
一商
戸
に
は
燃
の
一商
務
舎
を
通
じ
た
強
制
割
嘗
方
式
に
よ
る
募
債
を
計
重
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
に
封
し
、
各
牒
農一
商
舎
は
強

く
反
射
を
と
な
え
、
結
局
募
債
は
見
あ
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
奉
天
票
回
牧
に
よ
る
減
債
の
防
止
策
と
い
う
経
済
的
手
段
す
ら
寅
施
し
え
な

こ
の
問、

い
朕
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
頃
、
日
本
側
で
も
官
銀
競
が
奉
天
票
整
理
に

「
現
大
洋
票
」
を
護
行
す
る
と
の
情
報
を
得
て

(

お

)

い
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
奉
天
票
を
「
唯
一
無
二
ノ
紙
幣
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
通
貨
護
行
に
よ
る
幣
制
改
革
論
が
ひ

そ
れ
は
幣
制
改
革
論
の
一
環
に
組

と
つ
の
選
揮
肢
と
し
て
意
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
事
質
、
張
作
震
の
死
後
、
九
月
、

み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

2 

張
作
課
後
の
奉
天
票
と
新
た
な
金
融
幣
制
改
革
論



一
九
二
八
年
六
月
四
日
未
明
、
張
作
震
は
奉
天
へ
の
鯖
路
、
聞
東
軍
に
よ
る
満
戴
鍛
橋
爆
破
に
よ
っ
て
重
傷
を
負
い
死
亡
す
る
が
、
こ
の
事

買
は
張
事
良
の
蹄
奉
ま
で
伏
せ
ら
れ
、

二
一
日
に
公
表
さ
れ
た
。

奉
天
票
の
針
金
票
相
場
は

六
月
二
日
、

二
二
八
八
元
ま
で
回
復
し
て
張
作
震
の
北
京
引
揚
げ
を
歓
迎
し
て
い
た
。

四
日
の

「遭
難
惨
死

読
」
を
受
け
て

三
五

O
元
の
下
落
で

二
六
二
七
元
と
な
っ
た
。
以
後
、

一
九
日
に
は
二
三

O
O元
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
東
北
地
域
の
「
時
局
安
定
議
想
」

(
M
)
 

に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
張
作
寡
爆
殺
事
件
の
経
済
界
に
興
え
た
影
響
は
、

「生
存
読
」
に
よ
っ
て

二
五

O
O元
蓋
を
保
ち
、
張
間
字
良
蹄
奉
の
翌
日

「
停
戦
(
保
境
安
民
政
策
)

ニ
依
ル
課
税
軽
減
議
測
」
な
ど

等
ノ
反
響
ナ
ク
」
と
い
わ
れ、

「
一
般
ニ

議
期
シ
居
タ
ル
関
係
モ
ア
リ
、
目
下
財
界

ニ
何

(

お

)

「
一
般
一
面
況
順
調

ニ
進
展
シ
居
レ
リ
」
と
い
う
朕
況
で
あ
っ
た
。

七
月
二
二
日
に
護
表
さ
れ
た
東
三
省
保
安
組
司
令
部
の
「
東
三
省
施
政
方
針
」
に
は
、
貨
幣
制
度
の
統
一
が
う
た
わ
れ
、

省
財
政
金
融
整
理
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。
第

一
に
奉
天
票
の
整
理
、
第
二
に
物
債
抑
制
、
第
三
に
煙
酒
税
な
ど
の
軽
減
、
第
四
に
軍
費
の
省
庫

管
理
、
第
五
に
南
北
安
協
に
は
民
一
一
意
を
参
酌
す
る
こ
と
、
な
ど
が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

一
八
日
に
は
東

洋
本
位
」
の
銀
元
券
を
護
行
、

と
く
に
、
奉
天
票
の
整
理
に
は
省
公
債
を
回
牧
資
金
と
し
、
東
三
省
官
銀
読
を
三
省
の
中
央
銀
行
に
改
組
、
三
省
の
紙
幣
を
統
一
し
「
現
大

(
お
)

そ
の
免
換
準
備
に
張
作
震
の
遺
産
五

O
O寓
元
(
一

O
O
O蔦
元
読一
も
あ
り
)
を
あ
て
る
こ
と
が
致
定
さ
れ
た
。

-11ー

こ
う
し
た
政
策
方
針
は
あ
き
ら
か
に
、
張
問
学
良
政
権
と
し
て
新
た
に
出
護
し
た
東
北
地
域
擢
力
が
そ
の
政
治
的
経
済
的
基
盤
を
再
構
築
す
る
う

え
で
不
可
歓
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
O
寓
人
の
軍
縮
を
寅
施
し
軍
費
五

O
O寓
元
を
節
減
す
る
と
い
う
方
針
な
ど
は
、
明
瞭
に
張
作
霧
時
代
と

の
違
い
を
地
域
社
舎
、
地
域
経
済
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
張
作
粟
死
後
の
地
域
政
治
安
定
化
に
と
っ
て
、
軍
縮
と
財
政

金
融
政
策
の
安
定
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
奉
天
票
の
回
牧
と
中
央
銀
行
構
想
は
新
た
な
幣
制
政
策
の
方
向
性
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
。
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奉
天
票
相
場
は
比
較
的
安
定
的
に
経
緯
し
七
月
は
ほ
ぼ
二

O
O
O元
蓋
の
水
準
を
維
持
し
て
い
た
が
、
八
月

・
九
月
に
か
け
て
は
「
直
魯
軍

整
理
読
」
に
よ
る
張
宗
昌
の
反
範
憶
測
や
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
事
件
に
よ
る
奉
天
軍
出
動
設
な
ど
の
政
治
材
料
に
よ
る
下
落
が
撞
き
、
九
月
三
日
に
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幻
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は
二
六
四
五
元
に
ま
で
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
劃
す
る
「
奉
票
維
持
」
政
策
は
、
従
来
か
ら
の
非
経
済
的
手
段
に
よ
る
民
間
銭
紗
・
糧
桟
業
者
へ
の
「
高
座
的
取
締
」
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
投
機
業
者
が
奉
天
票
下
落
の
元
凶
で
あ
る
と
す
る
認
識
で
あ
り
、
「
不
良
好
一
商
」
へ
の
警
察
力
に
よ
る
取
締
と

(

お

)

逮
捕
が
そ
の
手
段
で
あ
っ
た
。
す
で
に
七
月
一
八
日
の
財
政
金
融
整
理
方
針
が
端
緒
的
で
あ
る
に
せ
よ
金
融
幣
制
改
革
論
を
出
し
て
い
た
が
、

現
買
に
は
な
お
強
硬
な
非
経
済
的
手
段
に
よ
る
金
融
維
持
論
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
九
月
六
日
附
の
張
撃
良
保
安
綿
司
令
や
翠
文
選
奉
天
省
長
、
李
友
蘭
官
銀
競
穂
悌
ら
に
よ
る
金
融
政
策
は
二
つ
の
相
異
な
る

レ
ベ
ル
の
方
針
を
同
時
に
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
非
経
済
的
手
段
と
し
て
の
「
不
法
行
矯
者
ノ
検
奉
」
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
市
場
秩
序
の
維
持
を
園
り
つ
つ
、
今
後
の
金
融
幣
制
方
針
と
し
て
「
金
融
統
一
ヲ
計
ル
震
メ
:
:
:
税
金
牧
盆
ヲ
以
テ
、
現
大
洋
制
ノ

(

却

)

準
備
金
ト
シ
テ
預
金
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
奉
天
票
暴
落
に
劃
す
る
相
異
な
る
レ
ベ
ル
の
方
針
と
い
う
黙
で
は
、
後
者
は
将
来

に
属
す
経
済
的
手
段
で
あ
っ
て
、

た
と
え
「
現
大
洋
制
」
を
施
く
と
し
て
も
目
前
の
市
場
安
定
化
の
た
め
に
は
十
分
な
役
割
を
果
し
え
な
い
も

- 12ー

の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
手
段
に
よ
る
市
場
安
定
化
の
方
向
は
し
だ
い
に
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
九
月
段
階
に
あ
っ
て
、

翠
文
選
省
長

(

ω

)

 

を
委
員
長
と
し
張
振
鷺
財
政
臆
長
を
副
委
員
長
と
す
る
金
融
協
済
舎
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
他
財
政
監
査
委
員
舎
も
設
立
さ
れ
て
い
た
。
奉
天
穂

(
紅
〉

一
商
舎
に
設
置
さ
れ
た
「
卒
債
委
員
舎
」
は
物
債
安
定
の
た
め
の
公
定
債
格
を
設
定
し
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
特
産
品
大
豆
の
出
廻

を
前
に
し
て
嘗
局
側
は
、
奉
天
票
暴
落
を
「
取
引
所
-
一
於
ケ
ル
先
物
責
買
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
取
締
り
を
強
化
し
て
い
た
が
、
張
作
帯
林

(
幻
)

時
代
の
よ
う
な
「
逮
捕
銃
殺
」
で
は
な
い
法
律
規
定
に
も
と
づ
く
「
財
産
設
牧
」
を
考
慮
中
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
張
事
良
の
金
融
幣
制
方
針
と
し
て
停
え
ら
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
、

か
れ
は
「
現
大
洋
票
ヲ
護
行
シ
テ
東
三
省
全
部
ニ
流
通
セ
シ
ム

(
お
)

「
将
来
奉
票
債
値
維
持
困
難
ノ
場
合
、
右
現
大
洋
票
ヲ
以
テ
暴
落
セ
ル
奉
票
ヲ
回
牧
ス
ル
」
致
定
で
あ
る
、
と
。
も
し
こ
れ
が

ル
計
童
」
で
、

事
責
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
な
、
流
通
手
段
と
し
て
の
奉
天
票
の
機
能
喪
失
に
劃
す
る
代
替
案
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ど
う



や
ら
こ
の
代
替
案
は
事
買
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
李
友
蘭
官
銀
競
総
緋
や
中
園
・
交
、
通
商
銀
行
首
脳
ら
は
「
銀
行
圏
名

義
」
で
「
現
大
洋
紙
幣
」
の
護
行
を
要
請
し
て
い
た
。
一
二
月
一
一
一
日
の
翠
文
選
省
長
召
集
の
金
融
維
持
舎
議
で
は
、
「
現
大
洋
本
位
」
へ
の
移

行
と
奉
天
票
護
行
停
止
、
東
三
省
官
銀
競
に
よ
る
「
現
大
洋
票
」
の
護
行
と
奉
天
票
の
回
枚
、
現
大
洋
票
二
克
は
現
大
洋
一
元
に
免
換
す
る
こ

(
斜
)

と
が
決
議
さ
れ
た
。

一
一
月
に
入
り
、

一
二
月
一
一
一
一
一
目
、
張
事
良
保
安
組
司
令
は
遺
業
・
中
園
・
交
通
・
東
北
・
買
業
の
各
銀
行
長
や
、
保
安
綿
司
令
部
軍
需
慮
慮
長
か
ら
着
任
し

た
魯
穆
庭
官
銀
競
綿
掛
、
韓
麟
生
舎
耕
、
張
振
鷺
財
政
醸
長
ら
を
召
集
し
次
の
よ
う
な
決
定
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
遁
業
銀
行
の
蹟
充

を
園
る
た
め
奉
天
省
庫
よ
り
一

0
0
0高
元
、
東
三
省
官
銀
競
よ
り
二

0
0
0高
元
、
中
園
・
交
通
商
銀
行
よ
り
二

0
0
0高
元
、
合
計
五

0

0
0高
元
を
調
達
し
、
そ
の
う
ち
三

0
0
0寓
元
と
遺
業
銀
行
の
現
大
洋
紙
幣
四

0
0
0高
元
で
、
一
九
二
九
年
七
月
一
日
ま
で
に
奉
天
票
を

〈

お

〉

す
べ
て
回
牧
す
る
、
と
。
あ
き
ら
か
に
九
月
以
来
の
構
想
の
具
瞳
化
で
あ
り
、
遺
業
銀
行
主
導
の
も
と
で
の
「
現
洋
紙
幣
」
震
行
に
よ
る
奉
天

票
回
牧
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
時
あ
た
か
も
、
易
峨
一
週
間
前
の
幣
制
改
革
方
針
の
樹
立
で
あ
っ
た
。

こ
の
聞
の
奉
天
票
相
場
は
、

一
一
月
中
旬
に
三

O
O
O元
蓋
に
突
入
し
た
が
、
こ
れ
は
例
年
の
官
銀
競
に
よ
る
特
産
物
大
量
購
入
を
背
景
と

- 13ー

し
て
お
り
、
や
は
り
な
お
奉
天
票
増
設
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
二
月
に
入
る
と
「
現
大
洋
裂
行
ニ
依
ル
奉
票
田
牧

読
」
を
好
材
料
に
し
て
漸
騰
し
、
月
初
二
七

O
O元
蓋
と
な
っ
た
。
下
旬
に
は
三

O
O
O元
蓋
と
な
っ
た
が
、
二
九
日
の
「
奉
天
域
内
青
天
白

(
鉛
)

日
旗
ノ
掲
揚
一
一
人
気
引
立
チ
」
一
一
八
一
五
元
ま
で
引
き
も
ど
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
易
峨
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
現
大
洋
票
護
行
が
幣
制
改
革
論
の
重
要
な
一
環
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
二
八
年

春
の
奉
天
票
暴
落
第
三
局
面
期
の
現
大
洋
票
護
行
論
と
比
較
し
て
、
そ
の
現
貫
性
は
き
わ
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
新
任
の
魯

穆
庭
官
銀
競
線
掛
は
、
張
撃
良
宛
に
「
東
三
省
財
政
整
理
案
」
を
提
議
し
、
東
三
省
官
銀
披
の
中
央
銀
行
化
、
漸
衣
現
大
洋
を
本
位
制
と
し
、

奉
天
票
八
億
元
を
回
牧
し
、

東
三
省
の
幣
制
を
奉
天
現
大
洋
票
と
恰
爾
演
大
洋
票
(
恰
大
洋
票
〉
の
二
種
類
と
す
る
本
格
的
な
幣
制
改
革
構
想
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を
う
ち
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
紗
票
公
司
に
現
大
洋
票
三

0
0
0寓
元
の
印
刷
を
注
文
し
、
最
初
は
約
五

O
O高
元
を
設
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幻
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行
す
る
議
定
で
あ
る
と
俸
え
ら
れ
た
。

日
本
側
は
こ
う
し
た
改
革
構
想
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
官
銀
競
が
な
お
奉
天
票
増
援
に
よ
る
「
特
産
物
買
占
」
を
寅
施
し
て

い
る
の
だ
か
ら

来
春
に
は

「
例
年
ノ
如
ク
奉
百
台

市
場
ニ
掃
キ
出
サ

ル
ル
ヲ
以
テ
、

奉
票
の
前
途
ハ
決
シ
テ
安
定
ノ
地
位
ニ
置
カ
サ

ル
へ

のシ
新」

たと
ない
胎う
動側
を面
見に
出の
しみ
え注
な意
いを
で集
い中
た38し
"'-'て
し、

た

つ
ま
り
、
奉
天
票
暴
落
に
眼
を
奪
わ
れ
、
同
時
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
幣
制
改
革
的
側
面

3 

易
職
後
の
奉
天
票
暴
落
最
終
局
面
と
「
現
大
洋
建
」

へ
の
移
行
|
|
一
九
二
九
年
春

|

|

易
峨
か
ら
二
週
間
後
、

て
い
た
。
た
し
か
に
奉
天
票
相
場
は
常
に
「
時
局
」
に
左
右
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
も
っ
。
と
こ

ろ
が
、
張
作
震
死
亡
時
と
同
様
「
一
該
事
件
ノ
影

一
九
二
九
年
一
月
一

O
目
、
張
事
良
は
楊
字
震
・
常
蔭
視
を
暗
殺
し
た
。
楊
宇
震
ら
は
易
峨
に
反
射
の
立
場
を
と
っ

響
ト
シ
テ
見
ル
ヘ
キ
程
ノ
モ
ノ
ナ
シ
」
と
さ
れ
、
む
し
ろ
、

(
鈎
)

て
い
た
。

「楊
ノ
死
去

ニ
依
リ
政
府
顛
覆
陰
謀
ノ
繭
根
一
掃
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
ノ
感
」
を
興
え

-14ー

二
月
の
奉
天
票
相
場
は
例
年
の
ご
と
く
、
蓄
暦
年
末
決
済
の
金
融
難
や
「
奥
地
方
面
-
一
於
ケ
ル
官
銀
競
筋
ノ
特
産
買
占
」
の
た
め
漸
落
歩
調

を
た
ど
り
、
月
末
に
は
三
三

O
O元
蓋
と
な
っ
た
。

月
に
入
り
な
お
下
落
し
、
加
え
て
官
銀
披
の
新
票
(
五
O
元、

一O
O元
)
護
行
を
機
に

下
旬
に
は
四

O
O
O元
蓋
を
突
破
し
た
。
特
産
買
占
用
の
奉
天
票
増
設
は
、

六
高
四
千
ト
ン
、
奉
票
約
五
億
元
(
金
票
一
二
六
O
寓
園
)
」

た
と
え
ば
開
原
で

二
八
年
一
一
月
以
降
「
漏
識
貨
車
八
千
車、

二

(
紛
〉

に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

ど
う
や
ら
、
二
九
年
春
に
か
け
て
の
奉
天
票
暴
落
は
一
年
前
の
事
態
と
同
じ
よ
う
に
み
え
る
。
現
象
的
に
は
む
し
ろ
奉
天
票
の
減
債
は
深
刻

化
し
て

い
た
。
開
原
と
公
主
嶺
で
合
計
九
七

O
O草
分
の
大
豆
債
格
は
、
奉
天
票
で
約
九
億
二一

五
O
寓
元
で
あ
っ
た
が
、
四
月
上
旬
ま
で
に

嘗一該
地
向
現
迭
の
た
め
の
奉
天
騨
受
附
官
銀
競
申
告
額
は
七
億
一

0
0
0高
元
と
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

「
奥
地
仕
向
奉
票
ハ
優

ニ、

二
O

日
本
側
の
あ
る
観
察
者
は
、
中
園
側
が
奉
天
票
の
濫
援
に
よ
る
「
奉
票
市
債
ノ
暴
落
ヲ
待

億
二
達
ス
ル
モ
ノ
ト
想
像
セ
ラ
ル
」
と
い
わ
れ
た
。



チ
、
現
洋
票
ヲ
護
行
シ
テ
奮
票
ヲ
回
牧
ス
ル
コ
ト
」
を
企
画
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
鋭
い
推
測
を
し
て
い
た
が
、
も
し
そ
う
な
っ
て
も

「
現
洋
票
」
は
「
結
局
ハ
奉
票
ト
同

一
運
命
ニ
陥
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
み
な
す
立
場
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
奉
天
票
の
下
落
は
封
現
大
洋

(
H
U
)
 

四
月
に
は
三

O
元
と
な
っ
て
い
た
。

法
定
相
場
に
も
反
映
し
て
、
二
九
年
一
月
に
現
大
洋
一
元
H
奉
天
票
二
六
元
で
あ
っ
た
の
が
、

昨
年
よ
り
も
大
規
模
な
奉
天
票
暴
落
に
劃
し
、

溶
陽
(
二
月
以
降
奉
天
を
改
稽
)

の
綿
一
商
舎
は
三
月
一
一
日
、
翠
文
選
遼
寧
省
長
に
面
談
し
、

紙
幣
護
行
停
止
や
官
銀
競
に
よ
る
現
洋
、
穀
類
買
占
の
禁
止
を
要
請
し
た
。
物
債
騰
貴
を
原
因
と
す
る
「
巡
警
の
増
俸
運

動
、
小
資
本
銭
舗
ノ
倒
産
等
積
出
」
を
ど
う
救
済
す
る
か
と
い
う
貼
で
は
、
組
一
商
舎
と
し
て
一
商
民
救
済
崩
法
を
考
慮
し
、
か
っ
、
「
嘗
局
ニ
封

(

必

)

シ
奉
票
根
本
的
整
理
ノ
請
願
ヲ
ナ
ス
」
と
し
て
い
た
。

招
請
一
舎
は
四
月
四
日
、
「
喬
一
品
建
値
を
今
後
大
洋
建
に
改
め
、
奉
天
票
に
換
算
し
て
買
買
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
停
知
事
に
申
請
し
た
慮
認

可
を
得
た
の
で
、
直
に
賀
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
。
一
商
入
居
が
す
で
に
「
現
大
洋
叉
ハ
小
洋
銭
ヲ
木
位
ト
シ
テ
取
引
ヲ
篤

金
票
、

さ
ら
に
、

こ
れ
は
事
貫
上
、

シ
L 

嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
「
俸
給
生
活
者
」
は
轄
嫁
す
べ
き

四
月
一
五
日
以
降
は
「
省
財
政

- 15一

奉
天
票
下
落
の
「
直
接
蒙
ム
ル
打
撃
ハ
比
較
的
少
キ
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

方
法
を
も
た
ず
、
す
べ
て
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
。
省
庫
す
ら
そ
の
保
管
金
の
減
少
に
封
醸
す
ベ
く
、

(
円
切
〉

も
現
洋
本
位
に
改
め
る
」
方
針
を
出
し
て
い
た
。

み
た
と
こ
ろ
、
奉
天
票
の
減
債
は
そ
の
臨
界
朕
態
に
到
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
も
は
や
奉
天
票
は
全
通
貨
流
通
空
聞
に
お
け
る
主
要
な
流
通
手

段
機
能
す
ら
喪
失
し
、
事
質
上
の
現
大
洋
建
が
ゆ
き
わ
た
る
な
か
で
、
代
替
逼
貨
の
出
現
篠
件
が
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
二
九
年
段
階
の
奉
天
票
暴
落
の
政
治
環
-
境
で
あ
り
、

一
年
前
の
張
作
震
時
代
と
の
異
な
る
貼
で
あ
る
。

す
な
わ

ち
、
二
八
年
一
二
月
末
の
易
職
と
い
う
政
治
的
大
慶
動
を
契
機
に
、
従
来
ま
で
相
射
的
濁
自
性
を
保
持
し
て
い
た
東
北
地
域
政
治
が
園
民
政
府

「
早
晩
園
民
政
府
ハ
全
圏
流
通
ノ
統
一
新
紙
幣
ヲ
護
行
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
」
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ

の
地
方
政
府
に
轄
化
し
た
こ
と
は
、

(
必
)

て
い
た
。
こ
れ
が
、
現
大
洋
建
を
促
進
す
る
ひ
と
つ
の
傑
件
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
三
月
一
一
一
一
日
、
遼
寧
省
主
席
は
園
民
政
府
財
政
部
長
宋

子
文
か
ら
の
次
の
よ
う
な
電
報
を
接
受
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
遼
寧
省
財
政
の
窮
乏
原
因
を

「
奉
票
ノ
素
観
一
一
ア
ル
」
と
指
摘
し
つ
つ
、
同
時
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に
「
日
本
側
カ
遼
寧
省
-
一
設
置
シ
タ
ル
朝
鮮
銀
行
、

正
隆
銀
行
、
正
金
銀
行
等
カ
任
意
ニ
紙
幣
ヲ
設
行
シ
、
直
接
日
本
側
ノ
商
業
ヲ
横
張
シ
、

該
園
ノ
人
民
ヲ
扶
助
シ
、
間
接
-
一
我
カ
園
ノ
金
融
ノ
命
服
ヲ
奪
フ
」
賦
況
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

そ
う
し
た
な
か
で
「
我
方
ノ
金
融
素
凱
シ

物
債
騰
貴
シ
民
生
凋
落
ス
ル
」
に

い
た
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
そ
し
て
、

日
本
側
の
「
銀
行
護
行
ノ
紙
幣
ノ
額
、
貸
出
ノ
額
、
管
業
朕
況
」
に

(

必

)

っ
き
「
至
急
明
細
ニ
調
査
シ
表
ヲ
作
製
シ
テ
報
告
」
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。
あ
き
ら
か
に
、
園
民
政
府
側
の
民
族
主
義
的
認
識
と
そ
の
施

策
が
展
開
し
て
お
り
、
金
融
問
題
に
お
い
て
も
「
通
貨
護
行
主
権
」
に
か
か
わ
る
課
題
と
し
て
、
東
北
地
域
の
事
態
そ
把
握
し
て
い
た
と
い
え

ょ
う
。
か
く
し
て
、
遼
寧
側
の
封
日
認
識
と
そ
の
行
動
も
、

上
述
の
よ
う
な
枠
組
と
共
鳴
し
つ
つ
展
開
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。
奉
天
票
暴
落

の
重
要
な
原
因
に
民
族
的
契
機
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
八
年
春
の
段
階
と
は
異
な
る
政
治
的
磁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
遼
寧
に
お
け
る
幣
制
改
革
の
進
展
と
も
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
。

奉
天
票
相
場
は
、

立
合
停
止
、
そ
の
後
五
月
下
旬
は
五
八

O
O元
蓋
に
ま
で
な
っ
た
。
税
損
局
の
公
定
換
算
卒
、
現
大
洋
一
元
H

奉
天
票
三
六
元
説
が
出
る
に
及

び
さ
ら
に
減
債
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
事
賀
、
四
月
一

O
日
以
降
は
官
銀
競
買
出
し
債
格
は
現
大
洋
一
元
に
つ
き
奉
天
票
四
四
元
と
な
っ
て
い

(
必
)

た
。
奉
天
票
は
、
基
軸
的
通
貨
と
し
て
暴
落
の
最
終
局
面
を
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。

「
手
持
奉
票
ノ
金
票
又
ハ
現
大
洋
乗
替
、
買
附
盆
激
増
」
と
い
う
事
態
の
も
と
で
、

四
月
一
一
日
、

五一

O
O元
と
な
り
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「
遼
寧
省
城
四
行
競
聯
合
準
備
庫
」
と
「
現
大
洋
票
」

1 

奉
天
票
に
お
け
る
「
紙
幣
滅
債
の
逆
説
数
果
(
チ
ュ
ロ
l

ニ
数
果
〉
」

こ
こ
で
奉
天
票
暴
落
現
象
を
第
一
衣
大
戦
後
の
ド
イ
ツ

・
マ
ル
ク
と
比
較
し
て
お
こ
う
。

ド
イ
ツ
で
は
一
九
二
三
年

一一

月
一
五
日
、

五
O
O金
マ
ル
ク
謹
券
に
免
換
で
き
る
レ
ン
テ
ン

・
マ
ル
ク
を
護
行
し
、

そ
の
安
定
的
遁
貨
と

し
て
の
信
認
を
得
て
か
ら
、

二
四
年
夏
、

ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
(
新
マ
ル
ク
〉
を
護
行
、

従
来
の
一
兆
マ
ル
ク
を
一
新
マ
ル
ク
に
換
算
、
劇
的



に
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
終
駕
を
と
げ
た
。
こ
の
過
程
を
分
析
し
た

C
・
B
-
チ
ュ
ロ
l
ニ

2
S
E
E
s
p
a
n
-自由、吋
5
0回
目
)

は
、
イ
ン
フ
レ
が
進
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
紙
幣
を
金
あ
る
い
は
金
と
免
換
可
能
な
貨
幣
に
切
り
換
え
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
容
易
に
な
る
と
い
う

(

幻

)

「
紙
幣
減
債
の
逆
説
殺
果
」
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

貨
幣
的
現
象
と
し
て
の
共
通
性
か
ら
奉
天
票
の
ギ
ャ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
を
み
る
と
、
一

九
二
九
年
春
の
段
階
に
お
け
る
展
開
は
、
も
は
や
遁
貨
と
し
て
の
債
値
尺
度
機
能
、
支
排
手
段
機
能
は
も
と
よ
り
、
流
通
手
段
機
能
す
ら
も
喪

失
し
、
奉
天
票
の
名
目
的
先
換
劃
象
と
し
て
の
現
大
洋
(
銀
元
)
建
値
か
、
あ
る
い
は
植
民
地
銀
行
と
し
て
の
朝
鮮
銀
行
券
(
金
票
〉
に
と
っ
て

か
わ
ら
れ
、
と
く
に
流
通
手
段
機
能
は
奉
天
票
に
代
わ
る
何
ら
か
の
通
貨
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
暴
落
以
前
の
原
債
に
も
ど
す
の
で

は
な
く
、
新
た
な
別
の
貨
幣
に
切
り
換
え
る
可
能
性
が
増
大
し
、
そ
の
篠
件
が
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
。

奉
天
票
そ
の
も
の
は
、

一
九
一
七
年
以
来
涯
免
券
と
呼
ば
れ
た
封
天
津
・
上
海
矯
替
免
換
を
保
障
さ
れ
た
紙
幣
で
あ
っ
た
が
、
寅
際
は
き
わ

し
た
。

い
わ
ば
圏
家
紙
幣
に
準
じ
た
性
格
を
興
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
貼
で
奉
天
票
は
、
本
質
的
に
は
「
園
家
」

(
東
三
省
地
域
権
力
〉
の
財
政
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め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
、
事
質
上
の
不
換
紙
幣
と
し
て
遼
寧
一
帯
に
強
制
通
用
力
を
も
た
せ
ら
れ
、
専
一
向
に
流
通
す
る
遁
貨
と
し
て
出
議

的
要
求
に
麿
じ
た
過
剰
護
行
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
い
う
る
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
一
定
の
地
域
内
の
み
の
流
通
手
段
機
能
し
か
保
持

し
え
な
い
紙
幣
と
し
て
、
関
外
的
・
封
地
域
開
決
済
機
能
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
張
作
震
が
奉
天
票
を
東
北
遼
寧
の
「
唯
一
無
一
一
」
の
通
貨

で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
債
格
維
持
を
強
調
し
て
い
た
の
も
、
権
力
に
よ
っ
て
措
保
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
域
内
流
通
手
段
機
能
す
ら
も
維
持
し

え
な
い
現
賓
の
反
映
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
強
制
通
用
力
を
輿
え
ら
れ
た
園
家
紙
幣
は
法
定
支
梯
手
段
(
法
貨
、
-
o
m
包
芯
口
伝
円
〉
で
も
あ
っ
た
。
通
貨
嘗
局
は
、
通
貨
供

給
量
が
免
換
準
備
量
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
限
り
、
政
策
的
操
作
の
劃
象
と
し
て
自
ら
の
意
思
で
供
給
量
を
決
定
し
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
寅

瞳
経
減
円
か
ら
の
反
作
用
を
受
け
る
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
そ
の
政
策
的
恋
意
が
あ
る
臨
界
貼
を
超
え
た
時
、

そ
れ
は
全
世
舎
の
構
造
的
危
機
を
も

523 

生
み
だ
す
可
能
性
が
あ
る
。
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し
か
し
他
方
、
こ
の
現
買
を
通
貨
檀
制
の
維
持
運
営
と
い
う
貼
か
ら
み
れ
ば
、
「
管
理
通
貨
シ
ス
テ
ム
」
的
特
徴
を
も
た
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
園
家
」
と
し
て
通
貨
を
現
買
の
経
済
質
態
と
照
躍
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
操
作
メ
カ
ニ
ズ
ム
修
得
へ
の
接

近
が
不
可
避
的
に
蓄
積
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
中
園
の
他
地
域
に
お
け
る
秤
量
貨
幣
と
し
て
の
銀
南
制
度
や
鋳
貨
と
し
て

の
銀
元
制
度
、
あ
る
い
は
銅
元
制
度
と
は
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
東
北
地
域
で
は
、

銀
南
や
銀
元
制
度
が
十

分
に
形
成
さ
れ
う
る
だ
け
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
現
質
、
換
言
す
れ
ば
民
開
信
用
経
済
シ
ス
テ
ム
の
未
成
熟
さ
と
関
連
す
る
も
の
で

(
必
)

あ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
未
熟
さ
を
利
用
し

つ
つ
、
そ
れ
に
代
位
す
る
通
貨
支
配
権
を
掌
握
し
、
あ
る
程
度
の
免
換
性
を
前
提
と
し
た
紙
幣
を
普

及
さ
せ
た
の
が
、
辛
亥
革
命
を
契
機
に
軍
事
力
と
世
界
商
品
大
豆
を
背
景
と
し
て
急
成
長
し
た
地
域
権
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
地
域
権
力
と
し
て
の
張
作
震
政
権
が
急
成
長
し
え
た
の
も
、
二

O
世
紀
初
頭
期
以
来
、
い
わ
ば
一
奉
に
世
界
市
場
と
リ
ン
ク
さ

(

州

日

)

れ
た
東
北
の
大
豆
経
済
を
そ
の
財
政
的
基
盤
に
組
み
こ
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
大
豆
生
産
高
は

一
九
二
四
年
の
三
四
五
寓
ト
ン
か
ら

二
五
年
に
四

一
七
寓
ト
ン
に
増
大
し
、
一

一六
年
は
四
七
八
高
ト
ン
、
そ
の
後
二
九
年
ま
で
は
四
八

O
寓
ト
ン
蓋
で
あ
っ
た
が
、

三
O
年
に
は
五

〈
印
〉

三
O
寓
ト
ン
に
な
っ
て
い
た
。
六
年
聞
に
約
二
O
O高
ト
ン
の
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
豆
経
済
と
い
う
質
瞳
経
済
の
基
盤
の
上
に
、
地
域
権

力
に
よ
る
政
治
的
怒
意
が
護
動
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
貫
櫨
経
済
の
弾
力
性
が
そ
の
恋
一
意
を
支
え
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
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そ
の
弾
力
性
の
範
囲
内
で
農
民
に
劃
す
る
苛
酷
な
奉
天
票
に
よ
る
貨
幣
的
牧
奪
構
造
も
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
連
商
工
舎
議
所
の

一

九
二
八
年
初
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
奉
天
票
な
ど
の
不
換
紙
幣
に
よ
る
官
一
商
筋
の
特
産
大
豆
買
占
量
は
、
大
連
に
搬
出
さ
れ
る
二
三

O
寓
ト
ン

の

う
ち
約
六
割
で
、

一
三
八
寓
ト
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
。
嘗
時
の
現
大
洋
で

一
億
三
八
O
O高
元
に
な
る
。

東
北
四
行
披
(
東
三
省
官
銀
説
、
士
口林

永
衡
官
銀
鋭
、
黒
龍
江
官
銀
抗
、
遺
業
銀
行
)
に
よ
る
農
産
品
買
上
げ
綿
額
は
現
大
洋
で

二
億
元
以
上
と
い
わ
れ
、

(

日

)

分
を
占
め
て
い
た
と
も
さ
れ
る
。

東
北
地
域
の
縮
生
産
量
の
約
牟

奉
天
票
暴
落
の
最
終
局
面
に
い
た
る
数
年
聞
は
、
こ

の
大
豆
経
済
の
膨
脹
が
そ
れ
を
世
界
市
場
に
媒
介
す
べ
き
遁
貨
シ
ス
テ
ム
の
許
容
量
を

超
え
つ
つ
あ
っ
た
段
階
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
東
北
地
域
に
お
け
る
賓
瞳
経
済
の
穂
瞳
が
、
逼
貨
シ
ス
テ
ム
の
襲
更
を
含
む
新
た



な
政
治
的
経
済
的
再
編
成
を
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
奉
天
票
の
暴
落
と
新
た
な
通
貨
の
出
現
は
そ
の
表
わ
れ
で
あ
っ
た
。

2 

「遼
寧
省
域
四
行
競
聯
合
準
備
庫
暫
行
章
程
」
|
|
一
九
二
九
年
五
月
一
五
日
|
|

チ
品
ロ

l
ニ
の
い
う
「
紙
幣
減
債
の
逆
説
教
果
」
は
、
二
九
年
春
か
ら
作
用
し
は
じ
め
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
頃
、
東
三
省
官
銀

披
開
原
分
競
の
職
員
の
言
と
し
て
、
「
奉
票
ノ
信
用
ハ
極
度
-
一
失
墜
シ
、
省
財
政
ノ
前
途
ニ
多
大
ノ
不
安
ヲ
感
セ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
シ
ヲ
以
テ
、

局
ハ
併
蘭
西
革
命
後
幣
制
改
革
ノ
故
智
ニ
倣
ヒ
、
官
銀
、
遺
業
、
交
通
、
中
園
ノ
四
行
聯
合
準
備
庫
ヲ
設
ケ
、
現
洋
票
ノ
護
行
ニ
ヨ
リ
、
既
設

(
臼
〉

ノ
奉
天
票
ヲ
回
牧
ス
ヘ
ク
計
重
中
」
と
停
え
ら
れ
た
。

準
備
庫
制
度
は
、
東
三
省
官
銀
競
副
経
理
張
耀
宗
が
欧
米
覗
察
時
に
ア
メ
リ
カ
で
見
聞
し
た
連
邦
準
備
制
度

q
E
R曲
目
何
冊
目
白
話
ど
苦

F

一
九
一
一
一
一
年
〉
を
参
考
に
し
つ
つ
、
か
っ
天
津
で
の
盟
業
・
中
南
・
金
城
・
大
陸
の
四
銀
行
園
に
よ
る
聯
合
準
備
制
度
の
運
用
経
験
を
ふ
ま
え
、

嘗
時
の
官
銀
競
組
掛
李
友
蘭
に
建
議
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
九
年
春
に
か
け
て
財
政
鹿
長
張
振
鷺
ら
が
そ
の
方
針
を
推
進
し
、
遼
寧
に
も
官

(
臼
〉

銀
競
を
中
心
と
し
た
準
備
庫
の
創
設
を
園
る
こ
と
に
な
っ
た
。

- 19ー

五
月
一
五
日
の
四
行
競
に
よ
る
公
告
は
「
市
面
の
需
要
に
雁
じ
、
金
融
を
調
和
し
護
行
を
慎
重
に
し
て
免
換
券
の
信
用
を
保
持
」
す
る
た

め
、
「
聯
合
準
備
庫
を
組
織
し
、
現
大
洋
票
を
護
行
」
す
る
と
し
て
、
五
月
一
七
日
よ
り
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
準
備
庫
の
監
理
官
に
は

翠
文
選
省
長
が
省
政
府
の
委
嘱
を
承
け
て
就
任
し
た
。
五
月

一
五
日
附
の
「
遼
寧
省
城
四
行
競
聯
合
護
行
準
備
庫
暫
行
一
章
一
程
」
に
よ
れ
ば
、
準

備
庫
は
免
換
券
護
行
と
印
刷
、
党
換
業
務
、
準
備
金
の
保
管
業
務
の
み
を
お
こ
な
い
、
官
銀
競
の
よ
う
な
附
属
営
業
事
業
を
粂
ね
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
準
備
金
は
七
割
を
現
銀
準
備
(
銀
塊
、
元
賓
銀
、
銀
雨
、
銀
元
な
ど
〉
と
し
、
三
割
を
有
債
謹
此
少
な
ど
と
規
定
さ

れ
た
。
党
換
券
は
、
現
大
洋
と
同
債
値
で
通
用
し
準
備
庫
に
お
い
て
無
制
限
党
換
に
鹿
じ
る
。
準
備
庫
護
行
の
免
換
紙
幣
は
暫
時
漫
業
銀
行
の

(

日

〉

銀
行
券
を
使
用
し
、
聯
合
設
行
準
備
庫
名
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
党
換
準
備
は
定
期
的
に
検
査
を
行
な
い
公
表
さ
れ
る
。

準
備
庫
護
行
の
現
大
洋
票
は
、
港
業
銀
行
券
に
聯
合
設
行
準
備
庫
の
記
競
を
押
捺
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
五
月
末
か
ら
市
場
に
出
廻
り
は

525 
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護
行
蓋
帳
お
よ
び
準
備
金
の
第
一
次
検
査
が
な
さ
れ
た
。

し
、
準
備
金
は
造
業
銀
行
所
有
現
銀
一
四

O
寓
元
、
藩
海
鍛
路
政
記
公
司
株
式
な
ど
有
債
謹
券
約
六

O
高
元
と
い
う
こ
と
で
、
七
割
三
割
の
比

率
を
保
持
し
て
い
た
。
首
初
、
現
大
洋
票
は
現
大
洋
に
射
し

一
O
O元
に
つ
き
ニ

1
=一元
の
聞
き
が
あ
っ
た
が
、
蛍
局
の
介
入
で
同

一
と
さ
せ

(
お
)

ら
れ
て
い
る
。
質
際
に
は
一
元
ぐ
ら
い
の
打
歩
が
つ
く
賦
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。

じ
め
た
。
現
大
洋
票
の
信
用
維
持
の
た
め
六
月
末
に
は

護
行
二

O
O寓
元
に
封

現
大
洋
票
の
瑳
行
に
あ
た
っ
て
、
党
換
準
備
比
率
を
巌
格
に
規
定
し
、

そ
の
定
期
検
査
を
貫
施
公
表
す
る
こ
と
は
、
新
規
護
行
先
換
券
の
信

用
維
持
に
と
っ
て
不
可
依
の
課
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
漉
免
券
で
あ
っ
た
奉
天
票
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
印
象
づ
け
、

そ
こ
か
ら
現
大

洋
票
に
劃
す
る
信
認
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奉
天
票
が
六
月
五
日
に
針
金
票
一

O
O圏
に
つ
き
六
一
三
五
元
を
記
録
し
た
翌
日
の
金
融
維
持
舎
は
、
惨
落
原
因
に
言
及
し
た

と
き
は
じ
め
て
日
本
側
通
信
の
「
時
局
宣
停
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
多
シ
」
と
い
う
判
断
を
興
え
た
。
同
時
に
、

「
東
三
省
各
地
-
一
流
通
ス
ル
朝
鮮

- 20ー

銀
行
紙
幣
(
金
票
)
ハ
奉
大
洋
ト
何
等
兵
ナ
ル
ナ
シ
、
唯
園
ノ
強
弱
ニ
依
リ
差
ア
ル
ノ
ミ
、
由
来
鮮
銀
紙
幣
ハ
信
用
ア
ル
モ
日
本
内
地
ニ
ハ
紹
劃

通
用
セ
ス
、
此
閲
ノ
事
情
ハ
我
園
人
知
一
フ
サ
ル
ヲ
以
テ
鮮
銀
紙
幣
ヲ
金
貨
ノ
如
ク
牧
受
ス
、
将
来
鮮
銀
ノ
内
容
ヲ
宜
俸
シ
一
般
奉
票
ノ
債
値
ヲ

快
復
ス
」
と
い
う
「
鮮
銀
券
針
策
ハ
始
メ
テ
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
奉
天
票
債
値
維
持
に
関
連
す
る
新
た
な
針
日
政
策
を
提
起
し

(

日

)

て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
日
本
側
の
東
北
で
の
通
貨
政
策
と
そ
の
現
買
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「通
貨
渡
行
主
権
」
問
題
を
通
し
て

民
族
主
義
的
意
識
の
高
揚
と
結
集
を
企
圃
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
月
上
旬
の
張
皐
良
東
北
港
防
軍
組
司
令
と
程
文
選
省
主
席
の

布
告
に
も

「遼
寧
四
行
準
備
庫
ヲ
設
置
シ
、

豊
富
ナ
ル
準
備
金
ヲ
用
意
シ
、

現
大
洋
票
ヲ
護
行
シ
、

信
用
ナ
キ
外
省
紙
幣
ヲ
省
城
ヨ
リ
騒
逐

ヲシ

断

と烹
と芸
指融
摘ノ
し安
て固
し、ーヲ

た5プ計
。)リ

一
面
現
大
洋
ノ
出
境
ヲ
禁
止
シ
、

且
金
融
ヲ
素
観
セ
ル
好
商
ヲ
軍
警
南
官
署
ヲ
シ
テ
巌
査
逮
捕
シ
其
ノ
踊
根

さ
て
同
じ
布
告
文
中
で
注
目
す
べ
き
文
言
は
、

「
聯
合
準
備
康
ヲ
シ
テ
現
大
洋
紙
幣
ヲ
褒
行
セ
シ
メ
タ
リ
ト
難
モ
、
奉
富
士
奉
票
ト
シ
テ
存

置
流
通
セ
シ
メ
、
現
洋
制
度
ニ
改
ム
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奉
天
票
は
慶
止
す
る
の
で
は
な
く
、

現
大
洋
票
と
並



存
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
明
瞭
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
奉
天
票
自
瞳
が
「
補
助
貨
幣
」
化
し
た

も
と
で
そ
の
流
通
空
聞
を
承
認
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
従
来
の
奉
天
票
が
っ
く
り
あ
げ
て
い
た
基
軸
的
遁
貨
と
し
て
の
流
通
空
聞
を
現
大
洋
票

に
譲
り
渡
す
温
度
的
段
階
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
嘗
時
の
遼
寧
幣
制
改
革
を
め
ぐ
る
次
元
の
異
な
る
二
つ
の
政
策
論
理
が
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
封
現
大
洋
で
も
、
罰
金
票

「
紙
幣
減
債
の
逆
説
数
果
」
を
利
用
し
た
新
党
換
紙
幣
現
大
洋
票
の
護

行
に
よ
る
基
軸
通
貨
の
再
編
と
い
う
こ
つ
の
政
策
課
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
論
理
と
そ
の
政
策
化
過
程
が
交
錯
し
つ
つ
展
開
し
た
の
が
、
一

九
二
九
年
六
月
以
降
の
現
賞
で
あ
っ
た
。
嘗
時
日
本
側
が
「
現
大
洋
票
ノ
護
行
ハ
、
奉
票
相
場
釣
上
策
ナ
リ
」
と
判
断
し
て
、
奉
天
票
維
持
の

で
も
暴
落
し
て
い
る
奉
天
票
の
債
値
維
持
お
よ
び
そ
の
整
理
問
題
と
、

た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
現
大
洋
票
の
護
行
を
と
ら
え
て
い
た
の
は
、
遼
寧
に
お
け
る
本
位
通
貨
の
交
替
の
現
質
的
可
能
性
、

つ
ま
り
免
換
券

と
し
て
の
現
大
洋
票
の
浸
透
に
よ
る
通
貨
統
一
と
い
う
幣
制
改
革
へ
の
重
要
な
第
一
歩
を
見
失
う
も
の
で
あ
っ
た
。

3 

現
大
洋
票
の
護
行
と
奉
天
票
の
並
存
||
幣
制
改
革
か
ら
み
た
二
重
政
策
l
l
i

- 21ー

現
大
洋
票
の
護
行
が
た
だ
ち
に
奉
天
票
に
代
位
し
た
の
で
は
な
い
。

か
な
り
の
期
間
並
存
す
る
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ハ
月
七
日
、
翠
文
選
省
長
は
金
融
維
持
舎
議
に
お
い
て
、

「
奉
票
ヲ
以
テ
金
融
ノ
本
位
ト
ナ
ス
」

「
奉
小
洋
〔
銅
元
票
〕

四
人
元
ヲ
以
テ
現

洋
一
元
ト
ナ
ス
」

「
取
引
ハ
奉
票
ヲ
標
準
ト
シ
、
金
票
、
現
洋
建
貨
物
購
入
ノ
ト
キ
ハ
支
排
勘
定
相
場
ヲ
ト
ル
ヘ
シ
」

(
回
〉

ノ
E
額
ノ
現
洋
手
持
ヲ
禁
止
ス
」
な
ど
の
一
一
一
項
目
に
わ
た
る
方
針
を
と
り
き
め
た
。
こ
の
内
容
は
、
奉
天
票
を
「
金
融
ノ
本
位
」
と
か
「
取

「
現
洋
ノ
出
境
及
一
商
民

引
ノ
標
準
」
と
す
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
の
奉
天
票
の
本
位
遁
貨
と
し
て
の
地
位
が
一
一
挙
に
な
く
な
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
賞
際
に
は
な
お
事
質
上
の
補
助
遁
貨
と
し
て
銅
元
票
が
流
通
し
て
い
た
わ
け
で
、
六
月
段
階
に
あ
っ
て
、
奉

天
票
は
そ
の
暴
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
贋
範
な
社
命
面
的
基
盤
を
保
持
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

527 

し
た
が
っ
て
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら

従
来
ど
お
り
奉
天
票
の
暴
落
を
阻
止
す
ベ
く
各
一
商
戸
(
銭
紗
業
者
〉
に
巡
警
を
配
置
し
、

「
巌
重
ナ
ル
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監
視
」
を
貫
施
し
、

(
印
)

「
金
票
ト
ノ
交
換
ヲ
禁
止
」
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
た
に
現
大
洋
票
を
護
行
し
た
も
と
で
、
な
お
こ
う

し
た
非
経
済
的
な
強
匪
政
策
が
と
ら
れ
る
理
由
は
、
現
大
洋
票
が
護
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
段
階
で
本
位
通
貨
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
え
な
い
朕

況
に
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

管
理
及
現
金
出
境
禁
止
章
程
」

ま
ず
第
一
に
、
四
行
続
準
備
庫
成
立
後
は
、

他
方
、
新
党
換
券
現
大
洋
票
の
浸
透
を
促
進
す
る
た
め
の
針
策
も
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
六
月
一
八
日
の
省
政
府
布
告
「
遼
寧
省
域
金
融

(
印
)

(
財
政
廓
長
張
振
鷺
の
各
豚
政
府
軍
警
機
関
宛
)
は
そ
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。

「
爾
徐
ノ
外
埠
銀
行
設
行
ノ
免
換
紙
幣
ハ
即
時
回
牧
ス
ヘ
ク
、
市
面
ニ
流
逼
ヲ
許
サ
ス
」
と

し
、
遼
寧
に
お
け
る
護
行
券
の
一
元
化
を
圃
ろ
う
と
し
て
い
た
。

除
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
側
金
票
や
渚
陽
に
お
け
る
中
園
・
交
通
商
銀
行
の
現
大
洋
票
な
ど
を
排

第
二
に
、
逼
貨
護
行
擢
を
も
っ
銀
行
競
が
「
現
洋
紙
幣
ヲ
護
行
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
均
シ
ク
準
備
庫
三
加
入
ス
ヘ
ク
、
皐
濁
-
一
護
行
ス
ル

- 22ー

「
但
シ
造
業
銀
行
ノ
既
設
現
洋
紙
幣
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ス
」
と
例
外
規
定
を
興
え
て
い
た
。
遼
寧
に
お
け

る
通
貨
渡
行
権
を
準
備
庫
に
一
元
化
し
よ
う
と
す
る
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
張
作
用
林
以
来
の
張
家
の
機
関
銀
行
と
稿
さ
れ
た
溢
業
銀
行
の
役

ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
た
う
え
で
、

割
を
特
例
と
し
て
承
認
し
て
い
た
。

従
来
、
こ
の
例
外
規
定
の
評
債
を
め
ぐ
っ
て
は
次
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、

一
カ
月
前
の
五
月
一
七
日
に
成
立
し
た

「
準
備
庫
暫
行
-
章
程
」
に
い
う
、
す
べ
て
は
準
備
庫
を
通
し
て
遁
貨
が
護
行
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
、
例
外
規
定
に
よ
っ
て
「
準
備
庫
成
立
の

(

臼

)

意
義
は
著
し
く
減
じ
た
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
評
債
は
、
す
で
に
同
時
代
的
分
析
に
も
あ
り
、

「遣
業
銀
行
、
事
賃
上
ノ
脱
退
ハ
更

「準
備
庫
成
立
後
約
一
箇
月
徐
り
に
し
て

(
位
)

有
名
無
買
の
も
の
と
な
り
、
各
行
勝
手
の
行
動
〔
そ
れ
ぞ
れ
が
現
大
洋
票
を
護
行
〕
を
矯
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ご
く
最
近
の
分
析
で

一
一
本
制
度
ノ
債
値
ヲ
渡
却
ス
」

「
聯
合
準
備
庫
ハ
東
三
省
官
銀
挽
ノ
塊
儲
ナ
リ
」
と
い
わ
れ
た
り

も
、
東
三
省
官
銀
坑
を
除
く
三
銀
行
の
準
備
庫
に
劃
す
る
消
極
的
態
度
と
、
東
三
省
官
銀
競
自
身
の
信
用
確
保
の
た
め
に
準
備
庫
を
利
用
し
た

経
緯
か
ら
、

一
九
三

O
年
後
牢
か
ら
「
準
備
庫
の
存
在
は
次
第
に
有
名
無
賓
と
な
っ
て
い
っ
た
」
と
し
、
貫
際
、
一
一
一
一
年
中
頃
に
は
遼
寧
省
金



(

臼

)

融
管
理
委
員
舎
が
省
政
府
に
準
備
庫
の
閉
鎖
を
申
請
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
有
名
無
賓
の
謹
左
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
準
備
庫
が
た
と
え
官
銀
競
の
奉
天
票
濫
護
に
よ
る
信
用
失
墜
を
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
し
、
準
備
庫
と
し
て
の
統
合
的
機
能
〈
共
同
信

用
機
能
〉
が
護
揮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
数
年
後
に
そ
の
閉
鎖
が
い
わ
れ
た
と
し
て
も
、
奉
天
票
に
代
位
す
る
免
換
紙
幣
が

ま
た
、

遼
寧
の
四
行
競
金
融
機
関
に
よ
っ
て
統
合
護
行
さ
れ
た
こ
と
の
幣
制
改
革
上
の
意
味
は
減
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
臼
)

「
幣
制
統
二
万
成
と
い
う
覗
貼
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
に
し
て
も
、
準
備
庫
内
の
各
銀
行
競
が
「
勝
手
の
行
動
」
を
と
っ
た

に
し
て
も
、
そ
れ
と
、
上
越
の
紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
終
束
さ
せ
る
現
質
的
可
能
性
を
も
ち
、
奉
天
票
に
代
位
し
つ
つ
あ
っ
た
現
大
洋
票

が
、
遼
寧
地
域
社
舎
で
し
だ
い
に
流
通
手
段
と
し
て
の
信
認
を
損
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
と
は
直
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
過
程
を
幣
制

統
一
へ
の
前
提
篠
件
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
通
貨
の
統
一
と
い
う
意
味
で
の
共
同
信
用
機
構
を
準
備
庫
に
の
み
求
め
る

あ
る
い
は
、

準
備
庫
設
立
が

評
債
は
、
こ
の
歴
史
的
段
階
に
お
け
る
準
備
庫
設
立
の
劃
期
性
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
特
権
的
な
護
券
銀
行
が
複
数
存
在
す
る

こ
と
は
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
嘗
然
で
あ
り
、
政
治
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
、
一
九
三
五
年
一

一
月
の
園
民
政
府
に
よ
る
幣
制
改
革
に
あ
っ
て
も
中
央
・
中
園
・
交
通
各
銀
行
が
「
法
幣
護
行
擢
」
を
も
っ
と
い
う
非
一
元
的
性
格
を
刻
印
さ

〈
問
山
)

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幣
制
改
革
の
劃
期
黙
で
あ
る
こ
と
の
評
債
は
饗
わ
ら
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

- 23ー

衣
表
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
一
九
三

O
年
七
月
以
降
、
現
大
洋
債
格
に
換
算
し
た
奉
天
票
流
通
綿
額
は
、
現
大
洋
票
の
糟
額
を
下
ま
わ
る
傾
向

を
み
せ
、
奉
天
票
は
事
買
上
補
助
通
貨
化
し
、
現
大
洋
票
が
本
位
逼
貨
と
し
て
混
合
流
通
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
現
大
洋
票
は
約
一
年
に
し

て
遼
寧
地
域
社
舎
の
信
認
を
得
て
本
位
通
貨
の
地
位
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

き
て
第
三
に
、
先
換
準
備
比
率
が
、
現
金
七
割
以
上
と
比
較
的
高
く
設
定
さ
れ
(
こ
の
比
率
は
一
般
的
に
は
六
割
位
と
さ
れ
て
い
た
〉
、
現
大
洋
票

(
伺
)

と
現
大
洋
と
は
「
同
債
格
一
一
遁
用
シ
、
打
歩
ヲ
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
し
て
、
法
定
債
格
の
維
持
を
圃
っ
て
い
た
。

第
四
に
、
準
備
庫
護
行
の
免
換
紙
幣
は
、
準
備
庫
に
加
入
し
た
各
銀
行
描
恥
か
ら
無
制
限
に
魚
替
取
組
を
お
こ
な
う
と
し
た
。
し
か
し
同
時

「
市
面
金
融
ヲ
安
田
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
た
め
に
、

529 

「
一
切
現
金
ヲ
販
運
シ
省
城
境
ヲ
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
ス
ル
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
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(奉天票去漉免券)}現大洋葉 i各月末流通額(現大洋換算による〉

奉天票(高元)現大洋票(高元) 奉天票(高元)現大洋票(寓元)

1929年1月 5，569 115 6 2，229 2，211 

2 5，553 118 7 2，184 2，269 

3 7，454 118 8 2，167 2，502 

4 4，826 95 9 2，249 2，717 

5 3，987 143 10 2， 185 3，209 

6 3，032 333 11 2，265 3，938 

7 2，840 535 12 2，353 5，216 

8 2，559 809 奉天票(寓元)現大洋票(寓元)

9 2，578 1，164 1931年1月 2，536 5，494 

10 2，443 1，359 2 3，093 5，906 

11 2，710 1，590 3 3，281 5， 793 

12 3，045 1，967 4 3，219 5，030 

奉天票(禽元)現大洋票(寓元) 5 3，146 4，434 

1930年1月 3，137 2，165 6 2，966 4，450 

2 2，872 2，139 7 2，550 4，241 

3 2， 765 2，124 8 2，081 4，006 

4 2，493 1，981 9 1，981 3，848 

5 2，433 2，055 

〔第5表〕

出典:r満洲各種紙幣流通額統計表』満銭経済調査曾，第四部， 1935年， pp. 8-9. 

て
、
事
買
上
の
免
換
制
限
を
敷
い

(
門
別
)

て
い
た
。
こ
れ
に
違
反
す
る
も
の

は
取
締
の
封
象
と
な
っ
た
の
で
あ

る。
以
上
の
ご
と
く

現
大
洋
票
の

社
舎
的
信
認
を
得
る
た
め
の
施
策

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
他
方
で
は

奉
天
票
の
暴
落
(
六
月
二
五
日
、
制
到

金
票
七
九

O
O元
と
な
る
)
阻
止
針

策
も
強
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態

-24ー

を
む
か
え
て
い
た
。

「
官
府
ノ
権

力
ヲ
以
テ
、
納
税
ヨ
リ
一
般
商
家

ノ
取
引
等
、
組
テ
奉
票
ヲ
本
位
ト

セ
シ
メ
、
違
反
者
ハ
恒
借
ナ
ク
庭

ル罰
コシ
ト以
」テ

と奉
し票
Tこノ
の暴
で落
あ(ヲ
る68阻
。)止

ス

か
く
て
現
大
洋
票
の
浸
透
政
策

と
、
奉
天
票
維
持
政
策
と
い
う
二

重
政
策
の
同
時
的
推
行
が
展
開
す



る
こ
と
に
な
る
。
t

六
月
二
四
日
附
「
遼
寧
省
政
府
布
告
第
十
三
競
」
に
お
い
て
「
奉
票
維
持
開
法
(
四
僚
ど
が
出
さ
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
二
重
政
策
の
あ
ら

(
的
)

わ
れ
で
あ
っ
た
。

第
一
候
は
、
奉
大
洋
五

O
元
(
奉
小
票
六
O
元
)
を
現
大
洋
一
元
と
す
る
固
定
債
格
に
し
、
官
銀
競
は
震
替
取
組
に
鷹
ず
る
も
の
と
し
た
。

第
二
僚
は
、
省
庫
の
賦
課
税
摘
徴
牧
機
関
は
現
大
洋
建
と
す
る
が
「
一
律
ニ
固
定
債
格
-
一
按
シ
、
奉
票
ヲ
徴
牧
シ
、
現
洋
ヲ
徴
牧
ス
ヘ
カ
ラ

ス
」
と
規
定
し
た
。

第
三
僚
は
、
一
商
人
の
交
易
、
私
人
の
買
買
は
二
律
ニ
固
定
債
格
一
一
按
シ
、
奉
票
ヲ
使
用
ス
ヘ
シ
」
。

第
四
僚
は
、
負
替
基
金
の
た
め
に
第
一
次
巻
煙
草
統
税
公
債
と
し
て
現
洋
二

0
0
0高
元
を
護
行
し
、
奉
天
票
に
よ
り
護
買
す
る
。

こ
の
維
持
掛
法
は
、
現
大
洋
建
値
に
よ
る
奉
天
票
の
使
用
と
い
う
奉
天
票
の
流
通
手
段
機
能
を
維
持
す
る
黙
に
最
大
の
眼
目
が
あ
っ
た
。

L 
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わ
ば
、
現
大
洋
票
が
貨
幣
と
し
て
の
債
値
尺
度
や
支
排
手
段
機
能
を
信
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
現
大
洋
票
が
ま
だ
奉
天
票
の
よ
う
な
流
通

手
段
機
能
を
十
分
に
は
捨
い
え
な
い
段
階
の
過
渡
的
性
格
を
こ
の
維
持
掛
法
は
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
嘗
時
、
落
海
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

あ
っ
た
海
龍
に
お
け
る
地
方
経
済
と
、
通
貨
欣
況
を
停
え
た
報
告
も
、
二
九
年
春
以
来
露
庖
一
商
人
に
い
た
る
ま
で
現
大
洋
建
値
で
そ
の
日
の
相
場

に
も
と
づ
き
奉
天
票
を
仏
収
受
し
て
い
る
朕
況
を
述
べ
、
織
道
沿
線
で
は
今
ま
で
奉
天
票
の
み
流
通
し
て
い
た
の
が
、
最
近
で
は
三
割
の
現
大
洋

流
通
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
地
方
枇
曾
全
睦
と
し
て
は
「
遁
貨
ト
シ
テ
ノ
奉
票
債
値
ハ
容
易
ニ
之
ヲ
失
フ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
結
論
e
つ
け
て

〈
刊
川
)

い
た
。
こ
れ
も
、
奉
天
票
の
流
通
手
段
機
能
が
な
お
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

531 
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遼
寧
幣
制
改
革
へ
の
胎
動
|
|
「
現
大
洋
票
本
位
制
」

へ
の
移
行
|
|

1 

遼
寧
に
お
け
る
本
位
通
貨
「
現
大
洋
票
」
の
成
立
|
|
一
九
二
九
年
秋
1
三
O
年
春
|
|

一
九
二
九
年
秋
に
か
け
て
、
他
方
で
は
中
東
路
回
牧
問
題
に
端
を
設
し
た
劉
ソ
ビ
エ
ト
戦
争
を
展
開
す
る
と
い
う
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
一
月
に
入
っ
て
も
奉
天
票
の
針
金
票
債
格
は
七
一

O
O元
前
後
の
相
場
に
安
定
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
「
奉
票
カ
流
遁
性
ヲ
失
ヒ
、
特
産

(

江

)

ノ
買
占
ハ
殆
ト
大
部
分
現
銀
若
ハ
現
大
洋
票
ヲ
要
ス
ル
質
情
」
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
現
大
洋
票
は
特
産
物
購
入
と
い
う
貼
で
の
流

通
手
段
機
能
を
措
い
は
じ
め
て
い
た
。

東
三
省
官
銀
披
は
、
も
は
や
奉
天
票
増
設
に
よ
る
軍
事
費
の
補
填
や
特
産
物
買
占
と
い
う
財
政
的
暴
力
の
行
使
を
意
の
ま
ま
に
行
え
な
く
な

- 26ー

っ
て
い
た
。
新
た
な
基
盤
の
う
え
に
新
た
な
蓄
積
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
創
出
す
る
必
要
が
増
大
し
て
い
た
。
張
問
子
良
も
官
銀
競
の
持
っ
て
い
た
多
元

的
機
能
の
分
割
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
今
後
、
官
銀
披
の
附
属
事
業
の
典
型
で
あ
っ
た
「
特
産
ノ
寅
買
行
篤
ヲ
巌
禁
」
し
、

(
冗
)

そ
の
必
要
性
が
生
ず
れ
ば
「
公
済
桟
ヲ
シ
テ
之
-
一
嘗
ラ
シ
ム
ル
事
」
を
指
示
し
て
い
た
。
官
銀
読
の
機
能
を
限
定
し
つ
つ
、
他
に
そ
の
機
能
の

一
部
を
委
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
蓄
積
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
模
索
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
東
三
省
官
銀
披
そ
の
も
の
に
閲
し
て
は
、
園
民
政
府
の
地
方
政
権
に
射
す
る
支
配
力
強
化
と
い
う
貼
で
ひ
と
つ
の
争
駐
を
生
ん
で
い

た
。
園
民
政
府
側
は
、
財
政
統
一
の
た
め
に
中
央
銀
行
支
屈
を
遼
寧
に
開
設
し
、
園
税
の
中
央
管
轄
化
と
中
央
銀
行
紙
幣
の
流
通
を
企
固
し

(
符
〉

た
。
張
率
良
の
立
場
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
は
易
峨
以
来
珠
測
さ
れ
た
事
柄
で
あ
り
、
地
域
樺
力
の
地
方
政
府
化
に
伴
う
不
可
避
的
課
題
と
し

て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

ず、
し
か
し
、
現
寅
問
題
と
し
て
は
官
銀
競
の
園
庫
事
務
が
中
央
に
吸
牧
さ
れ
、

(%〉

一
五
に
の
ぼ
る
附
属
事
業
も
経
営
の
存
績
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
張
作
震
以
来
の
東
北
地
域
権
力
維
持
の
た
め

紙
幣
護
行
擢
は
も
と
よ
り

「
巳
護
紙
幣
モ
回
牧
」
さ
れ
か
ね



の
構
造
的
特
徴
か
ら
生
ず
る
矛
盾
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
と
の
政
治
的
合
流
の
結
果
、
地
方
政
権
と
し
て
ど
の
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
る
の
か
と

い
う
矛
盾
と
、
そ
れ
へ
の
劃
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

遼
寧
に
お
け
る
幣
制
改
革
と
は
、
易
峨
後
の
中
園
の
政
治
的
「
中
橿
」
か
ら
の
匪
力
に
劃
抗
す
る
、

集
の
表
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
現
大
洋
票
の
護
行
は
「
中
央
ノ
銀
行
券
震
行
」
に
封
抗
す
る
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
事
費
、

園
民
政
府
側
の
中
央
銀
行
開
設
要
求
は
そ
の
後
も
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
奉
天
票
と
い
う
周
遁
部
固
有
の
通
貨
の
回
放
の
た
め
の
二

「
周
遁
」
自
身
の
自
律
的
な
金
融
的
凝

0
0
0高
元
公
債
護
行
に
つ
い
て
は
、
中
央
財
政
部
を
遁
じ
た
園
民
政
府
令
に
よ
っ
て
一

O
月
一
五
日
「
民
園
一
八
年
遼
寧
省
整
理
金
融
公
債

(

万

〉

篠
例
」
が
公
布
さ
れ
、
む
し
ろ
中
央
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
個
々
の
局
面
で
の
相
互
反
援
と
相
互
吸
引
を
通
し
て
全
世
と

し
て
の
地
方
政
権
化
へ
の
遁
程
が
進
行
し
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
文
賑
に
お
い
て
官
銀
競
を
位
置
づ
け
る
と
、
二
九
年
秋
の
段
階
で
本
位
通
貨
と
し
て
の
流
通
手
段
機
能
を
捲
っ
た
奉
天
票
の
護
行

- 27ー

は
ひ
と
つ
の
轄
換
を
と
げ
、
現
大
洋
票
に
そ
の
役
割
を
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
も
ち
ろ
ん
そ
の
過
程
は
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
奉
天
票
増
設
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
困
難
と
な
り
金
融
の
逼
迫
を
生
み
だ

「
一
商
民
多
数
」
の
倒
産
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い
た
。
省
政
府
側
も
域
内
銀
行
圏
と
と
も
に
低
利
貸
付
を
賓
施
し
た
が
、
そ
の
訓
令
の
な

か
で
一
商
工
組
舎
に
衣
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
貼
は
注
意
し
て
よ
い
。

ニ
日
本
側
銀
行
叉
ハ
資
本
家
ヨ
リ
金
票
ヲ
借
受
ケ
サ
ル
旨
逼
知
」
す
る
こ
と
、

(

苅

)

、
堅
甲
利
兵
ニ
勝
ル
コ
ト
一
を
周
知
さ
せ
る
、
と
。
こ
の
民
族
主
義
的
政
策
は
こ
の
段
階
に
お
け
る
民
族
主
義
的
中
央
政
治
と
の
相
互
浸
透

ま
た
、
一
般
商
人
に
劉
し
「
我
園
銀
行
圏
ヨ
リ
貸
出
ヲ
受
ケ
、
絶
劉

日
本
側
金
融
勢
力
の
準
出
と
い
う
「
経
済
的
ノ
侵
略

つ
ま
り
、

的
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
一
九
二

0
年
代
半
ば
以
来
の
東
北
地
域
社
舎
の
底
流
に
よ
っ
て
も
増
幅
さ
れ
て
い
た
。
日
本
側
が

依
然
と
し
て
奉
天
票
暴
落
に
の
み
注
目
し
て
い
た
地
方
政
府
の
幣
制
政
策
の
内
買
は
、
す
で
に
民
族
主
義
的
金
融
幣
制
改
革
の
方
向
へ
と
傾
斜

一
一
一
月
の
商
況
不
振
に
劃
し
て
準
備
庫
自
瞳
が
救
済
基
金
の
貸
出
し
と
、
そ
の
た
め
の
「
庫
券
一

0
0
0高
元
増
護
」
を
お
こ
な

し
て
い
た
。
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う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
日
本
側
は
な
お
準
備
庫
券
(
現
大
洋
菓
〉
も
や
が
て
「
奉
票
ト
同
様
暴
落
」
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
商
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(
行
〉

民
の
警
戒
感
を
肯
定
的
に
俸
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

遼
寧
に
お
け
る
金
融
幣
制
環
境
の
構
造
的
饗
動
は
、

(

刊

日

)

-
一
改
メ
タ
」
貼
に
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
現
大
洋
を
党
換
準
備
と
し
た
現
大
洋
票
の
信
認
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎

報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
「
奉
票
の
流
通
は
己
に
末
路
に
達
し
、
税
牧
及
一
般
官
署
に
於
て
向
行
使
す
る
を
除
く
の
外
、
奉
票
の
流
通
は
漸
衣
縮

(

乃

)

少
せ
ら
れ
」
行
使
範
圏
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
後
半
期
を
通
じ
て
、

「
華
商
一
一
般
カ
、
氷
年
ノ
習
慣
ヲ
脱
シ
、
綿
一
ア
ヲ
銀
建

2 

地
方
的
幣
制
改
革
の
展
開
と
経
済
環
境

世
界
恐
慌
の
も
た
ら
し
た
銀
債
の
低
落
は
、
現
大
洋
そ
の
も
の
を
約
二
割
方
減
債
さ
せ
た
。
現
大
洋
の
針
金
票
レ

l
ト
も
下
落
し
は
じ
め

た
。
物
債
も
三

i
四
割
の
騰
貴
を
示
し
て
い
た
。
世
界
的
銀
相
場
の
下
落
は
「
銀
本
位
ノ
ア
ラ
ユ
ル
華
一
商
ノ
大
打
撃
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
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落
陽
城
一
商
界
の
長
老
た
ち
は
「
最
近
市
面
の
不
況
は
数
十
年
来
未
曾
有
」
の
も
の
と
述
べ
て
い
た
。
現
大
洋
票
の
劃
現
大
洋
交
換
に
も
、
打
歩

(
加
山
〉

が
つ
き
(
た
と
え
ば
遼
陽
で
は
現
大
洋
一
元
に
つ
き
0
・
0
二
元
)
、
省
政
府
は
禁
止
命
令
を
出
し
て
い
た
。

一
九
三

O
年
に
入
り
、
遼
寧
省
政
府
レ
ベ
ル
の
幣
制
改
革
に
む
け
て
の
政
策
は
、
不
況
の
進
行
す
る
候
件
の
も
と
で
は
あ
っ
た
が
、
か
な
り

系
統
的
な
も
の
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。

並
に
奉
天
票
の
蛮
行
を
中
止
」
し
、

二
月
上
旬
の
金
融
整
理
舎
議
で
は
、
熱
河
省
を
含
め
た
東
北
四
省
の
銀
行
競
が
金
融
整
理
に
責
任
を
も
ち
、

や
が
て
は
東
北
四
省
の
統
一
新
紙
幣
を
護
行
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
東
北
金
融
整
理
監
察
委
員
曾
」

「
吉
林
官
帖
及
熱
河
興
業
紙
幣

を
組
織
す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
三
月
下
旬
の
東
北
四
省
金
融
統
一
舎
議
で
は
、

ま
ず
、
遼
寧
省
の
金
融
整
理
計
董
に
倣
っ
て
、

四
省
の
幣
制
を
「
現
大
洋
ヲ
以
テ

既
設
行
の
地
方
紙
幣
は
借
入
金
に
よ
っ
て
「
一
律
ニ
回
牧
」
し
、

(

飢

)

統
轄
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
な
ど
が
議
決
さ
れ
た
。

本
位
ト
シ
」
、

さ
ら
に
東
三
省
官
銀
競
を
中
央
銀
行
に
改
組
し
て
「
園
庫
を



こ
こ
で
い
う
現
大
洋
本
位
制
や
、
官
銀
競
の
中
央
銀
行
化
の
提
言
は
、
従
来
か
ら
の
奉
天
票
維
持
政
策
や
園
民
政
府
か
ら
の
中
央
銀
行
の
支

庖
開
設
要
求
を
引
き
延
ば
す
針
策
と
い
っ
た
範
圏
を
超
え
て
、
統
一
新
紙
幣
に
よ
る
通
貨
統
一
と
い
う
管
理
通
貨
制
度
へ
の
傾
斜
を
含
ん
で
い

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
圏
内
(
こ
の
場
合
は
東
北
四
省
地
域
〉
通
貨
瞳
制
の
管
理
化
へ
の
端
緒
と
し
て
は
、
す
で
に
、
一
九
二

九
年
牢
ば
以
降
銀
準
備
が
準
備
庫
と
い
う
遁
貨
嘗
局
に
集
中
さ
れ
、
決
い
で
通
貨
供
給
量
の
管
理
を
た
と
え
初
歩
的
で
あ
れ
政
策
的
に
操
作
す

る
機
構
と
し
て
準
備
庫
が
誕
生
し
、
同
時
に
金
融
諸
機
関
と
行
政
機
関
に
よ
っ
て
金
融
維
持
舎
議
が
恒
常
的
に
開
催
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
他
方
で
、
東
北
地
域
外
と
の
闘
係
は
通
貨
的
に
は
、
あ
た
か
も
園
際
決
済
関
係
を
想
定
し
う
る
が
ご
と
く
、
銀
移
出
制
限
や
禁
止
、

そ
の
債
格
統
制
な
ど
が
矯
替
取
組
と
連
摘
す
る
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

東
北
地
域
の
金
融
市
場
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
資
本
主
義
護
展
の
水
準
に
規
定
さ
れ
、
官
銀
披
に
よ
る
公
開
市
場
操
作
な
ど
を
生
み
だ
し
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
紙
幣
護
行
量
の
操
作
と
そ
の
管
理
と
い
う
「
管
理
通
貨
シ
ス
テ
ム
」
を
形
成
さ
せ
る
段
階
に
到
達
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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そ
の
一
般
的
通
貨
的
基
盤
は
、
現
大
洋
票
に
よ
る
通
貨
統
一
に
あ
り
、
三

O
年
三
月
の
調
査
で
は
、
藩
陽
に
お
け
る
奉
天
票
の
現
大
洋
換
算
綿

額
を
上
ま
わ
る
流
、
通
量
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
た
。
奉
天
票
は
「
最
近
全
く
現
大
洋
票
の
補
助
貨
と
し
て
通
用
さ
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
辛
ふ
じ

(
m
M
)
 

て
其
地
位
を
保
ち
つ
つ
あ
る
」
吠
態
と
な
っ
て
い
た
。
前
掲
第
5
表
か
ら
み
て
轄
換
貼
が
三

O
年
六

1
七
月
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

七
月
一

O
目
、
減
式
毅
遼
寧
省
政
府
主
席
は
、
張
問
円
子
良
を
委
員
長
と
し
自
ら
を
副
委
員
長
と
し
た
金
融
整
理
協
議
曾
開
催
の
た
め

の
準
備
舎
議
を
召
集
し
た
。
士
口
林
や
黒
龍
江
省
の
財
政
臆
長
を
含
む
財
政
金
融
行
政
諸
機
関
と
各
銀
行
競
の
首
脳
が
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
そ

そ
し
て
、

の
協
議
事
項
に
は
、
金
融
整
理
(
通
貨
統
一
〉
と
雑
幣
回
牧
の
方
法
、
金
票
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
銀
債
の
引
上
げ
策
、
東
北
各
銀
行
競
の
改
組
方
法
、

銀
貨
護
行
と
稔
出
禁
止
、
一
商
一
民
に
劃
す
る
不
況
救
済
補
助
基
金
貸
興
開
法
、
軍
政
機
闘
の
各
銀
行
披
基
金
凱
用
制
限
の
方
法
な
ど
が
含
ま
れ
、

さ
ら
に
賦
式
毅
省
主
席
ら
は
「
東
北
四
省
金
融
整
理
開
法
」
を
制
定
し
「
通
貨
ハ
金
本
位
、
或
ハ
現
洋
本
位
」
と
す
る
方
針
を
提
議
し
て
い

(

部

)
た
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こ
う
し
た
新
た
な
金
融
幣
制
政
策
が
議
論
さ
れ
た
の
は
、
嘗
時
、
中
園
側
各
地
一
商
工
組
舎
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
銀
債
低
落
金
債
高
騰
に
よ
る
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経
済
不
況
針
策
要
求
に
雇
え
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

(

剖

)

の
護
行
」
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
あ
き
ら
か
に
、
地
方
的
幣
制
改
革
へ
の
政
策
的
劃
躍
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
幣
制

改
革
の
三
篠
件
で
あ
る
通
貨
統
一
、
銀
あ
る
い
は
金
準
備
、
中
央
金
融
機
関
創
設
が
珠
測
さ
れ
、
少
く
と
も
通
貨
統
一
と
銀
準
備
は
現
質
化
し

て
い
た
と
評
債
で
き
よ
う
。

た
と
え
ば
、

七
月
上
旬
の
東
三
省
一
商
工
聯
合
舎
で
は
、

「
金
紙
幣
(
た
だ
し
免
換
は
銀
幣
)

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
三

O
年
傘
ば
に
は
法
定
通
貨
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
現
大
洋
票
の
信
認
を
基
礎
に
し
て
、
東
三
省
官
銀
競
組
関
魯

穆
庭
は
七
月
「
小
額
現
大
洋
紙
幣
五

O
O寓
元
」
を
護
行
し
た
。
券
種
は
一
元
、
五
角
、
二
角
、
一
角
の
四
種
で
、
小
額
紙
幣
を
も
た
な
か
っ

た
現
大
洋
票
に
と
っ
て
更
に
一
歩
地
域
経
済
に
浸
透
し
う
る
傑
件
を
獲
得
し
た
。
た
と
え
ば
、
溶
陽
で
流
通
す
る
小
額
現
大
洋
票
は
溢
業
銀
行

〈

山

山

)

ご
般
の
小
額
取
引
に
は
主
と
し
て
奉
票
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
朕
態
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

の
一
角
票
の
み
で
あ
っ
て
、

と
こ
ろ
で
、
九
月
一
八
日
、
張
率
良
法
防
軍
抑
制
司
令
は
展
開
中
の
中
原
大
戦
に
お
い
て
、
蒋
介
石
支
持
を
意
味
す
る
軍
事
的
闘
内
準
駐
を
通

電
し
た
。
東
北
軍
の
関
内
進
駐
に
よ
り
反
蒋
連
合
は
瓦
解
し
、
一

O
月
下
旬
ま
で
に
東
北
軍
は
卒
津
地
匿
、
河
北
、
察
恰
爾
南
省
を
支
配
下
に

中
華
民
園
陸
海
空
軍
副
司
令
に
就
任
し
た
。

園
民
政
府
の
一
地
方
政
権
と
し
て
で
あ
っ
た

(
臥
山
〉

が
、
二
年
四
箇
月
前
に
張
作
震
が
北
京
を
引
揚
げ
て
以
来
、
東
北
軍
は
再
度
北
卒
・
華
北
に
駐
留
し
た
。

張
問
円
子
良
は
一

O
月
九
日
、
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置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

財
政
的
負
携
を
め
ぐ
っ
て
、

一
O
月
二
一
日
、
財
政
金
融
協
議
舎
が
開
催
さ
れ
た
。

「
奉
軍
出
動
以
来
の
財
政
賦
態
」
に
鑑
み
て
、
現
大
洋

票
の
増
設
や
、
遼
寧
省
庫
の
造
業
銀
行
に
よ
る
管
理
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
と
く
に
幣
制
政
策
と
し
て
は
官
銀
競
と
交
、
通
・
遺
業
雨
銀
行
に
よ
る

「
三
聯
銀
行
」
が
先
換
券
を
護
行
す
る
構
想
が
出
さ
れ
た
。
資
本
金
二
0
0
0高
元
は
「
今
回
、
南
京
政
府
ヨ
リ
東
北
軍
出
動
費
ト
シ
テ
還
付

シ
来
ル
二
千
寓
元
」
を
充
蛍
す
る
と
い
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
。
フ
ラ
ン
は
寅
現
し
な
か
っ
た
が
、
東
北
軍
の
関
内
準
駐
に
伴
い
現
大
洋
票
の

流
通
匝
域
が
天
津
を
は
じ
め
と
し
て
旗
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
護
行
券
に
は
「
天
津
」
と
印
刷
し
、
新
規
大
洋
票
五

O
O高
元
が
増
設
さ

れ
た
。
一
二
月
上
旬
に
は
、
東
三
省
官
銀
競
が
河
北
、
察
恰
爾
南
省
の
園
税
牧
入
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
南
省
で
「
天
津
字
現
洋
券
」
を
流

通
さ
せ
る
と
し
て
い
た
。
他
方
遼
寧
省
に
あ
っ
て
も
市
況
不
振
の
打
聞
を
圃
る
べ
く
現
大
洋
免
換
券
一

0
0
0寓
元
を
官
銀
披
か
ら
護
行
す
る



(
明
引
〉

こ
と
が
公
表
さ
れ
た
。
理
由
は
「
新
穀
、
市
場
ニ
出
廻
ハ
り
、
尤
モ
紙
幣
ノ
不
足
ヲ
感
」
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
二
月
二
七
日
、
遼
寧
省
政
府
は
「
遼
寧
省
管
理
金
融
暫
行
章
程
」
の
改
訂
を
訓
令
公
布
し
、
聯
合
準
備
庫
と
遁
業

銀
行
し
か
護
行
権
を
も
た
な
か
っ
た
も
の
を
官
銀
競
に
も
、
現
大
洋
票
護
行
擢
を
輿
え
た
。
現
大
洋
票
の
調
達
困
難
と
い
う
理
由
に
よ
り
官
銀

競
は
濁
立
し
た
瑳
行
擢
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

準
備
庫
の
よ
う
な
先
換
準
備
率
(
七
割
〉
の
拘
束
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
大
洋
の
販
出
出
境
禁
止
に
つ
い
て
は
、
省
城
匝
域
を
藩
陽
市
匝
と
一
商
埠
地
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
戴
附
属
地
へ
の
搬
出
は

(
M
W
〉

法
的
に
出
境
と
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
章
一
程
は
、
一
年
牢
来
の
新
た
な
幣
制
形
成
へ
の
ひ
と
つ
の
到
達
貼
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
改
訂
-
章
程
公

布
の
一
週
間
前
、
遼
寧
省
主
席
召
集
の
曾
議
で
、
「
金
融
管
理
委
員
舎
」
を
設
立
し
「
省
下
各
銀
行
競
の
貸
出
、
及
び
紙
幣
護
行
の
事
務
を
管

理
」
し
、
ま
た
「
日
本
金
票
の
排
斥
方
法
を
講
究
」
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
何
ら
か
の
形
で
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
日
本
側
に
入
っ
て
い
た
情
報
で
も
、
賦
式
毅
省
主
席
が
決
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

東
北
省
、
金
融
混
凱
ノ
原
因
ハ
、
奉
天
城
内
各
銀
行
競
ニ
於
ケ
ル
種
々
紙
幣
印
刷
観
護
-
一
因
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
か
ら
、

(
回
)

ヲ
シ
テ
、
最
信
用
ア
ル
紙
幣
」
を
護
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
、
と
。

「
現
今
、

- 31ー

「
官
銀
競
及
漫
業
銀
行

こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
現
大
洋
票
に
よ
る
通
貨
統
一
が
一
九
三

O
年
を
通
じ
て
現
貫
の
も
の
と
な
る
な
か
で
、
更
に
幣
制
改
革
を
確
貫
な
も

の
と
す
る
た
め
の
封
躍
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
文
服
で
み
て
く
る
と
、

三
O
年

一
二
月
二
五
日
附
で
東
北
政
務
委
員

舎
に
提
出
さ
れ
た
、
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
委
員
長
賦
式
毅
ら
の
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
報
告
書
』
が
遼
寧
幣
制
改
革
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

3 

遼
寧
幣
制
改
革
論
の
射
程
距
離
|
|
『
ケ
メ
ラ
l
報
告
書
』
と
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
曾
報
告
書
』
|
|

ま
ず
、
こ

の
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
報
告
書
』
に
最
も
影
響
を
興
え
た
『
ケ
メ
ラ
l
報
告
書
』
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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ケ
メ
ラ
l

(岡山内同三ロさ・欠。
g
B
m
B与
を
代
表
と
す
る
財
政
使
節
圏
(
の
O
B
E
E
S
O同岡山口
g
n
E
H
W
4
2
Z
)
は
一
九
二
九
年
二
月
南
京
に
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「
財
政
部
甘
末
爾
設
計
委
員
舎
」
と
し
て
財
政
金
融
改
革
案
の
策
定
に
従
事
し
、

(

川

町

)

年
一
一
月
一
一
日
提
出
さ
れ
、
三
O
年
三
月
末
に
財
政
部
か
ら
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
は
園
民
政
府
宋
子
文
財
政
部
長
宛
に
一
九
二
九

赴
き
、

「
中
園
通
貨
の
安
定
と
経
済
拭
態
改
善
」
に
よ
っ
て
「
我
が
園
(
ア
メ
リ
カ
)
、
と
り
わ
け
西
海
岸
地
域
と
中
園

と
の
貿
易
関
係
の
改
善
」
を
は
か
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
た
。
ケ
メ
ラ
l
は
フ

I
ヴ
ァ

1
大
統
領
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
東
部
大
金
融
業
・
大

企
業
勢
力
を
代
表
す
る
ウ
庁

l
ル
街
の
「
信
用
調
査
役
」
で
も
あ
り
、
中
園
で
の
調
査
と
そ
の
改
革
構
想
は
ア

メ
リ

カ
の
封
中
園
貿
易
と
投
資

(

町

出

)

扱
大
の
た
め
の
「
通
貨
面
か
ら
の
前
提
篠
件
整
備
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た。

ケ
メ
ラ
ー
は
そ
の
目
的
を

ケ
メ
ラ
l
報
告
書
に
盛
り
こ
ま
れ
た
中
園
に
お
け
る
、
通
貨
紋
態
分
析
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
幣
制
改
革
論
を
み
て
お
こ
う
。

ま
ず

「
通
貨
改
革
案
及
び
附
属
報
告
書
の
摘
要
」
の
岡
田
頭
に
あ
る
よ
う
に
、

「中
園
の
急
務
た
る
通
貨
改
革
は
、
現
在
の
素
飢
せ
る
通
貨

(
円

S
F
児
島
n
E
H
B
ロ
2
8
)

に
代
ふ
る
に
、
統
一
且
全
園
に
行
き
亙
る
通
貨
を
以
て
す
る
こ
と
、
及
び
金
本
位
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、
の
二
者

(
幻
)

に
存
す
」
と
い
う
認
識
か
ら
出
援
す
る
。
と
く
に
中
園
の
「
銀
本
位
制
」
は
、
貿
易
や
政
府
財
政
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
幣
制
改
革
の
骨
子
は
、
金
本
位
制
に
適
合
し
た
制
度
を
漸
進
的
に
各
省
ご
と
に
順
次
採
用
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
金
本
位
制
と
い
っ
て

- 32-

も
「
貫
際
に
流
通
す
る
金
貨
」
を
護
行
す
る
の
で
は
な
く

「
銀
孫
」

(ω
己
る
と
い
う
信
用
銀
鐸
貨
(
二
九
年
一

O
月
段
階
で
銀
孫
一
元
は
純
金
六

0
・
一
八
六
六
セ
ン
チ
グ
ラ

ム
に
相
首
し
、
ア
メ
リ
カ
通
貨
換
算
四

0
セ
ン
ト
、
イ
ギ
リ
ス
七
・

七
二
六
五
ペ
ン
ス
、
日
本
0
・
八
O
二
五
固
に
な
る
)
を
護
行

し
、
先
換
請
求
に
劃
し
て
は
封
外
震
替
に
お
い
て
金
と
無
制
限
党
換
と
す
る
「
金
魚
替
本
位
制
」

2
0
5
肘

H
n
y
s
m
o
g
g
e円

ε
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
中
央
銀
行
を
中
央
準
備
銀
行
に
改
組
し
唯
一
の
免
換
券
護
行
銀
行
と
し
、
各
種
の
奮
紙
幣
回
牧
を
寅
施
す
る
。
そ
し
て
幣
制
改
革
方
式

を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
段
階
改
革
案
(
間
接
案
と
呼
ば
れ
る
、
銀
貨
本
位
制
に
よ
っ
て
統
一
し
て
か
ら
そ
の
後
に
金
本
位
制
に
鱒
換
す
る
方
式
)
を
批
剣
し
て

(
m
m
)
 

直
接
的
に
金
本
位
制
へ
の
移
行
を
主
張
し
た
。
ケ
メ
ラ

!
の
金
本
位
制
へ
の
直
接
改
革
案
は
、

へ
の
移
行
と
い
う
潮
流
の
な
か
で
、

一
九
二
九
年
と
い
う
段
階
に
あ
っ
て
、
全
世
界

的
な
金
本
位
制
(
金
地
金
本
位
制
を
含
む
〉

中
園
通
貨
改
革
の
最
終
目
標
を
金
本
位
制
に
置
く
こ
と
が
中
園

に
と
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
利
盆
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
金
(
震
替
〉
本
位
制
と
い
う
選
揮
肢
は

世
界
恐



慌
の
本
格
的
波
及
前
夜
と
い
う
篠
件
下
で
の
ひ
と
つ
の
「
合
理
的
」
選
揮
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
ケ
メ
ラ
l
報
告
書
が
東
北
地
域
の
通
貨
賦
態
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
離
は
、
東
三
省
金
融

整
理
委
員
舎
の
報
告
書
に
も
影
響
を
輿
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
つ
、 第
一
に
、
報
告
書
は
「
中
園
の
遁
貨
は
世
界
の
如
何
な
る
主
要
園
家
に
於
て
も
見
る
能
は
ざ
る
最
悪
の
も
の
た
る
こ
と
疑
な
し
」
と
概
観
し

一
九
一
四
年
の
園
幣
篠
例
に
よ
る
銀
元
鋳
造
を
「
中
園
固
定
通
貨

(
E
Z
o
ロと

2
5ロ
弔
問
主
刊
ヨ
)
の
賓
現
に
向
て
、
従
前
よ
り
更
に
一

歩
を
進
め
た
」
も
の
と
評
債
し
、
他
方
で
は
各
省
ご
と
の
紙
幣
濫
護
に
よ
る

「通
貨
扶
態
の
素
蹴
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
東
北
に
流
通
す
る
紙
幣

に
つ
い
て
は
「
満
洲
に
於
け
る
奉
票
、
吉
林
官
帖
、
里
山
龍
江
官
帖
、
並
に
暗
爾
漬
及
び
吉
林
銀
元
票
は
、
満
洲
の
遁
貨
を
し
て
恐
ら
く
全
中
園

中、

最
悪
の
も
の
と
せ
り
」
と
評
し
て
い
た
。

第
二
に
、
中
央
準
備
銀
行
が
金
本
位
党
換
券
の
護
行
擢
を
濁
占
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
各
省
レ
ベ
ル
の
政
治
機
関
の
保
詮
、
あ
る
い
は
そ
れ

自
身
の
銀
行
の
護
行
に
な
る
す
べ
て
の
種
類
の
免
換
券
を
流
通
よ
り
回
牧
す
る
。
こ
の
回
牧
の
封
象
の
典
型
は
「
奉
票
、
吉
林
官
帖
、
及
び
そ

(
叫
)

の
他
満
洲
の
債
値
下
落
せ
る
免
換
券
」
で
、
そ
の
他
贋
西
、
雲
南
の
省
銀
行
先
換
券
を
指
し
て
い
た
。

- 33ー

こ
の
よ
う
な
現
扶
認
識
か
ら
み
て
、
遼
寧
の
奉
天
票
は
債
値
下
落
し
た
紙
幣
の
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
り
、

北
で
の
幣
制
改
革
は
よ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
と
い
う
論
調
を
お
び
て
い
た
。

ケ
メ
ラ
I
報
告
書
で
は
、
東

し
か
し
、
こ
れ
を
承
け
て
地
方
的
幣
制
改
革
を
企
圃
し
た
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
は
、
逆
に
東
北
に
お
け
る
幣
制
改
革
質
施
の
有
利
性
と

可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
ら
え
方
の
遣
い
は
ケ
メ
ラ
l
報
告
で
は
、
お
そ
ら
く
二
九
年
半
ば
以
降
の
現
大
洋
票
に
よ
る
遁

貨
と
し
て
の
統
合
遁
程
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
と
、
南
京
か
ら
み
て
周
遣
部
で
あ
る
東
北
地
域
に
お
け
る
従
属
資
本
主
義
と
し
て
の
政
治
的
経

済
的
凝
集
度
を
十
分
に
は
認
識
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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一
九
三

O
年
三
月
二
二
日
東
北
政
務
委
員
曾
第
一
一
七
次
曾

(
町
四
〉

議
で
あ
っ
た
。
遺
業
銀
行
監
査
役
宵
恩
承
が
「
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
設
立
案
」
を
提
議
し
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
出
用
思
承
の
委
員
舎

東
北
遼
寧
地
域
に
お
け
る
本
格
的
な
金
融
幣
制
改
革
論
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、
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設
立
主
旨
説
明
に
よ
れ
ば
、
東
省
は
近
七
年
来
幣
制
の
衰
退
の
な
か
で
「
敵
園
の
貨
幣
が
日
々
増
大
し
」
省
財
政
は
困
窮
し
、
金
融
恐
慌
と
も

い
う
べ
き
事
態
を
む
か
え
て
い
る
。
し
か
し
、
東
省
自
髄
は
物
産
盟
か
で
圏
外
貿
易
で
は

出
超
で
あ
り
、
年
に

二
億
雨
の
利
盆
を
あ
げ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
は
困
窮
し
財
政
は
枯
渇
し
て
い
る
。
今
こ
そ
西
欧
各
園
に
倣
い
、
整
理
委
員
舎
を
組
織
し
、
東
三
省
金
融
の
整
理

と
。
か
く
て
、
四
月
七
日
、

遼
寧
省
政
府
内
で
減
式
毅
を
委
員
長
と
し
、
出
用
思
承
を
主
任
委
員
と

方
案
と
財
政
設
計
を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
、

(
M
m
)
 

す
る
委
員
舎
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

約
八
箇
月
後
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
本
文
三
二
六
頁
、
附
録
八
七
頁
に
お
よ
ぶ
盟
系
的
金
融
幣
制
財
政
改
革
案
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
現

(
W
)
 

朕
認
識
と
改
革
論
の
主
要
な
特
徴
の
み
を
と
り
あ
げ
た
い
。

幣
制
改
革
論
の
中
心
課
題
で
あ
る
「
本
位
問
題
」
で
は
、

国
錯
綜
し
、
混
靖
飽
雑
、
買
に
制
度
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
無
し」 東

省
現
在
(/) 

2 貨
交幣
孟は

翼翼
ii雑
議全
は眉

苧宿
官不
ι 同
全

房設
其議
の問
比与
を '1、

見 t
Tζ 凡 1

」 流
( 通
七範

(
一
頁
)

五
J
七
六
頁
)
と
と
ら
え
た
う
え
で

貨
幣
木
位
制
度
と
し
て

の
銀
本
位
は
、

の
は
園
際
決
済
に
遁
さ
ず
と
し
て
斥
け
、
金
本
位
の
採
用
を
提
議
す
る
。

銀
の
債
値
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
中
園
の
み
が
銀
を
用
い
る

- 34ー

そ
の
理
由
と
し
て
、

東
三
省
の
園
際
貿
易
に
お
い
て
封
外
矯
替
の
安
定
に
よ
る
利
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
外
園
紙
幣
の
主
権
侵
害
と
金
融
援

蹴
を
阻
止
し
う
る
こ
と
、
東
三
省
で
は
現
洋
が
少
く
紙
幣
流
通
が
中
心
な
の
で
回
牧
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
金
本
位
制
採
用

が
有
利
で
あ
る
と
す
る
(
五
J
点、

九一

J
九
二
頁
)。

そ
し
て

全
園
的
に
み
て
東
三
省
は
「
交
通
の
瑳
達
、

物
産
の
豊
富
、

園
際
貿
易
の

E

額
、
職
出
貨
物
の
旺
盛
に
し
て
全
圏
中
一
一
商
業
の
最
も
準
歩
せ
る
巨
域
」
で
あ
る
か
ら
、

「
先
づ
先
に
率
先
し
て
金
本
位
を
採
用
賀
施
す
る
の
地

と
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
(
一
一
一

l
一
一
二
頁
)
。

で
は
金
本
位
の
具
瞳
的
内
容
と
な
る
と

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

「
欧
州
に
於
け
る
多
数
園
家
の
幣
制
は
買
は
一
種
の
金
地
金
本
位
、
及
金
魚
替
本
位
の
混
合
制
」

「
従
前
の
金
貨
本
位
制
」
で
は
な
い
か
ら
、
金
本
位
と
い
っ
て
も

「金
幣
を
流
通
せ
し
む
る
こ
と
は
宜
し
く
な
い
」

と
結
論
づ
け
(
五
J
六
頁)、

圏
内
的
に
は
「
金
本
位
債
値
を
代
表
す
る
銀
幣
を
定
め
」

同
時
に
海
外
大
都
市
に
金
魚
替
基
金
を
置
き
圏
内
護



行
の
外
園
金
魚
替
手
形
を
決
済
回
牧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
値
維
持
す
る
も
の
と
し
て
い
る
(
七
i
一
O
、
九
九
l
一一

一一
一頁)。

こ
の
構
想
は
、
ケ
メ
ラ

1
報
告
書
の
結
論
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
委
員
舎
案
は
ケ
メ
ラ
l
案
の
直
接
的
改
革
で
は
な
く
、
現
行
の
「
銀
幣
」

を
承
認
し
つ
つ
、
金
本
位
紙
幣
の
護
行
と
金
魚
替
の
質
施
を
推
進
す
る
と
い
う
「
金
銀
井
行
を
臨
時
的
過
渡
的
耕
法
」
と
し
て
、

魚
替
本
位
の
軍

一
睡
制
に
移
行
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
三
省
で

「原
来
現
銀
元
通
用
の
習
慣
無
」
く
、
銀
貨
の
鋳
造

し
だ
い
に
金

は
不
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

l
一二
、

金
本
位
へ
の
移
行
も
銀
元
券
を
一
定
の
金
本
位
法
貨
と
交
換
す
れ
ば
よ
い
と
剣
断
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
(
一

O

一一一一一
l
一二

O
頁)。

「遼
寧
省
金
融
の
改
善
」
の
第

一
歩
は
、
東
三
省
官
銀
読
の
改
組
に
よ
る

「遼
寧
省
銀
行」

の
組
織
化
に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
銀
行
で
あ

っ
て
、
官
銀
競
の
よ
う
な

「財
政
腐
の
一
部
」

「糧
行
銭
業
経
営
機
関
」
を
粂
ね
る
も
の
で
は
な
い
。
護
行
制
度
は
、

一
九
一
四
年
園
幣
傑
例

に
も
と
づ
く
現
大
洋
を
本
位
と
す
る
統

一
紙
幣
と
し
、
現
銀
の
稔
出
入
は
自
由
で
、
銀
塊
、
銀
貨
、
天
津

・
上
海
向
震
替
手
形
に
よ
る
免
換
に

- 35ー

無
制
限
に
麿
じ
る
(
二
六
頁
〉
。
こ
れ
は

「
銀
地
金
先
換
制
度
」
あ
る
い
は
「
銀
震
替
本
位
制
」
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
(
二
ハ
四
l
一
六
八
頁
)
。

こ
こ
か
ら
は
金
本
位
制
へ
の
轄
換
も
容
易
で
、
あ
ら
ゆ
る
紙
幣
を
金
紙
幣
と
交
換
す
る
だ
け
で
よ
い
こ
六
九
頁
〉
。
も
ち
ろ
ん
、
現
質
的
に
は

現
行
の
奉
天
票
田
牧
が
必
要
で
あ
る
が
、
「
奉
票
が
既
に
其
末
路
に
至
れ
る
は
、
人
々
の
共
に
認
む
る
事
貫
」
な
の
だ
か
ら
、
問
題
は
ど
の
よ

う
に
回
牧
す
る
か
、
換
算
率
は
い
く
ら
に
す
る
か
と
い
う
黙
の
み
で
あ
る
〈
二
八、

二
ハ
二
J
一
六一
一一
頁
)
。
通
貨
護
行
擢
の
統

一
に
つ
い
て
は
、

「既
に
咽
下
せ
る
肉
は
反
吐
し
難
い
」
と
い
う
理
由
で
漣
業
銀
行
に
は
従
来
の
権
利
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
し
(
二九、

競
聯
合
設
行
準
備
庫
は

「質
際
上
、
東
三
省
官
銀
競
が
遺
業
銀
行
の
紙
幣
を
借
用
震
行
す
る
場
合
に
利
用
す
る

一
機
関
た
る
の
み
」
な
の
だ
か

ら
解
消
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
(
一
一
一O
、
一七
0
1
一七

一
頁〉。

一七
O
頁
)
、
四
~ 

IT 

「遼
寧
省
財
政
問
題
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
八
年
以
前
は

「財
政
鹿
、

軍
需
慮
は
山
窮
っ
て
水
量
く
る
毎
に
、

官
銀
銑
よ
り
奉
票
を
増

護
」
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
切
り
は
な
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
(
四
一
頁
〉
。
た
し
か
に
、

二
九
年
末
に
お
い
で
す
ら
、
奉
天
票
一
五
億
三
O
O

541 

O
寓
元
の
設
行
高
で
、
省
政
府
官
署
の
劃
官
銀
挽
負
債
は

一
四
億
八

O
O
O高
元
で
あ
る
。

「二
者
の
消
長
関
係
極
め
て
顛
然
た
り
」
と
い
う
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紋
況
に
あ
る
。

「
東
三
省
財
政
設
計
委
員
舎
」
の
設
立
を
建
議
す
る
理
由
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
二
二
六
J
二
二
八
頁
)
。

以
上
の
ご
と
く
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
舎
報
告
書
』
は
、
か
な
り
詳
細
に
、
遼
寧
の
金
融
通
貨
朕
態
と
幣
制
改
革
の
方
向
性
を
あ
き
ら
か

に
し
て
い
た
。
そ
の
民
族
主
義
傾
向
も
き
わ
め
て
明
瞭
で
、
全
篇
に
「
外
園
銀
行
の
紙
幣
が
圏
内
に
流
通
す
る
は
、
本
来
、
主
権
の
侵
奪
で
あ

る
」
と
す
る
論
旨
が
貫
か
れ
て
い
る
(
一
二
八
頁
)
。
そ
の
-意
味
で
、
遼
寧
幣
制
改
革
論
と
し
て
の
『
報
告
書
』
は
、
世
界
恐
慌
の
波
及
の
も
と

で
、
日
本
の
政
治
的
経
済
的
浸
透
に
抵
抗
す
る
張
皐
良
政
権
の
民
族
主
義
的
再
編
に
照
躍
し
た
通
貨
的
基
盤
整
備
構
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
構
想
を
提
起
し
え
た
基
盤
に
は
、
す
で
に
事
質
上
の
幣
制
改
革
の

一
環
を
構
成
し
て
い
る
現
大
洋
票
に
よ
る
通
貨
統
合
の
過
程
が
進
行
し

て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

む

す

び

世
界
恐
慌
の
深
刻
化
の
な
か
で
諸
列
強
は
「
金
本
位
制
」
を
放
棄
し
、

一
九
三

0
年
代
前
牢
期
に

は

「管
理
通
貨
制
」
の
導
入
が
な
さ
れ
て

ア
メ
リ
カ
政
府
の
銀
買
上
げ
政
策
の
念
展
開
と
い
っ
た
激
動
の
な
か
で
、
三
三
年
四
月
慶
雨
改

- 36ー

い
た
。
中
園
で
も
同
時
期
、
銀
債
の
暴
落
や
、

元
に
よ
る
銀
貨
本
位
制
を
採
用
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
銀
貨
本
位
制
も
数
年
に
し
て
三
五
年
一
一
月
に
は
針
外
篇
替
を
基
礎
と
し
た
管
理
逼

(

弼

)

貨
制
度
(
法
幣
改
革
)
へ
の
念
速
な
移
行
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
を
ケ
メ
ラ
1
報
告
書
の
段
階
と
比
較
す
る
と
、

ケ
メ
ラ

ー
が
強
想
し
て
い
た
以
上
に
世
界
の
通
貨
シ
ス
テ
ム
が
大
轄
換
を
と
げ
た
こ
と

を
-意
味
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
も
と
で
は
じ
め
て
中
園
に
お
い
て
も
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
が
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

と
し
た
管
理
通
貨
制
度
と
い
う
新
た
な
選
揮
肢
が
興
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
か
ら
み
れ
ば
、

ぜ
な
ら
、
三

0
年
代
前
牢
に
な
っ
て
、
中
園
に
と
っ
て
は
ケ
メ
ラ

1
の
い
う
金
本
位
制
へ
の
移
行
と
い
う
選
揮
肢
以
外
に
、
封
外
篇
替
を
基
礎

ケ
メ
ラ

I
報
告
書
に
い
う
間
接
案
の
方
向

で
、
ま
ず
鹿
雨
改
元
に
よ
る
銀
貨
本
位
制
を
買
現
し
、
そ
の
約
二
年
半
後
に
管
理
通
貨
制
度
と
し
て
の
法
幣
瑳
行
と
い
う
大
轄
換
を
寅
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
圏
民
政
府
の
幣
制
改
革
政
策
は
、
ま
ず
銀
元
に
よ
る
通
貨
の
統
一
を
は
か
り
、
そ
の
後
、
中
央
・
中
園
・
交
通
三
銀
行
に
紙



倣
m
護
行
擢
を
興
え
、
そ
の
法
幣
を
封
外
魚
替
に
よ
っ
て
措
保
し
、
銀
元
回
牧
を
賞
施
す
る
過
程
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
硯
貼
か
ら
み
る
と
、
東
北
地
域
と
い
う
限
定
さ
れ
た
、

的
意
味
が
聞
い
な
お
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
時
期
的
に
は
先
行
し
て
行
な
わ
れ
た
事
質
上
の
幣
制
改
革
の
歴
史

す
な
わ
ち
、
遼
寧
で
の
現
大
洋
票
護
行
と
い
う
地
域
的
特
性
は
、
銀
元
の
流
通
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
も
と
で
の
制
限
的
銀
矯
替
に
よ
る

免
換
保
障
が
一
般
的
信
認
を
得
て
い
た
貼
に
あ
り
、
事
買
上
、
現
大
洋
票
が
法
貨
と
し
て
強
制
通
用
力
を
興
え
ら
れ
、
準
園
家
紙
幣
的
機
能
と

賓
僅
を
捻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
第
一
に
党
換
券
と
さ
れ
な
が
ら
、
通
貨
嘗
局
に
準
備
集
中
さ
れ
た
銀
貨
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

る
と
い
う
意
味
で
事
寅
上
の
不
換
化
の
方
向
に
傾
斜
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
第
二
に
、
遁
貨
供
給
の
初
歩
的
管
理
機
構
(
聯
合
準
備
庫
、
東
三
省
官

銀
鋭
、
透
業
銀
行
と
省
財
政
廓
に
よ
る
金
融
維
持
舎
議
な
ど
)
が
形
成
途
上
に
あ
り
、
第
一
一
一
に
、
現
大
洋
票
の
封
現
大
洋
レ
!
ト
を
公
定
債
格
と
し
て

設
定
し
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
通
貨
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
全
躍
と
し
て
管
理
通
貨
的
性
格
を
も
ち
は
じ
め
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

と
す
る
な
ら
、

- 37ー

で
き
よ
う
。

一
九
二
九
年
半
ば
を
轄
換
貼
と
し
た
奉
天
票
の
事
寅
上
の
補
助
貨
幣
化
と
、
現
大
洋
票
の
本
位
通
貨
化
は
、
そ
の
後
の
園
民

政
府
に
よ
る
幣
制
改
革
の
全
過
程
を
濃
縮
し
て
先
駆
的
に
表
現
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
東
北
遼
寧
の
地
域
的
特
性
そ
の
も
の

が
、
短
期
聞
に
管
理
遁
貨
と
し
て
の
現
大
洋
票
を
生
み
だ
す
前
提
篠
件
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
編
纂
に
な
る
『
満
洲
中
央
銀
行

(
卯
)

十
年
史
』
が
「
世
界
遁
貨
史
の
一
奇
蹟
」
と
自
負
す
る
ほ
ど
に
「
短
期
聞
に
素
範
し
た
通
貨
制
度
の
統
一
を
貫
現
」
し
え
た
の
は
、
す
で
に
そ

の
歴
史
的
前
提
が
、
ま
さ
に
張
事
良
政
権
下
の
三
年
聞
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

二
O
世
紀
に
お
け
る
中
園
東
北
地
域
は
、
大
豆
経
済
を
媒
介
に
一
奉
に
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
に
組
み
こ
ま
れ
、

ら
れ
た
が
、
一
九
二

0
年
代
を
通
じ
た
従
属
的
資
本
主
義
化
の
遁
程
は
、
政
治
的
に
み
て
中
園
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
共
通
の
基
盤
と
し
た

園
民
政
府
と
の
合
流
を
生
み
だ
す
と
と
も
に
、
張
問
円
子
良
を
中
心
と
し
た
擢
威
主
義
的
か
つ
民
族
主
義
的
政
治
瞳
制
の
樹
立
は
、
東
北
全
憧
の
新

「
周
謹
」
に
位
置
づ
け

543 

た
な
資
本
主
義
護
展
の
段
階
を
誘
導
す
る
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
っ
た
。
現
大
洋
票
護
行
は
ま
さ
に
通
貨
面
に
お
け
る
そ
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
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し、

(

川

)

「
周
建
部
に
お
け
る
自
律
的
政
治
主
瞳
」
の
凝
集
度
が
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

「
満
洲
事
襲
」
は
、
こ
の
東
北
に
お
け
る
従
属
的
資
本
主
義
護
展
の
表
わ
れ
と
し
て
の
遼
寧
幣
制
改
革
の
進
行
と
そ
の
到
達
黙

を
、
つ
ま
り
、
現
大
洋
票
に
よ
る
通
貨
統
一
過
程
を
、
そ
の
経
済
的
政
治
的
基
盤
か
ら
断
ち
切
り
、
軍
事
的
に
接
牧
す
る
と
い
う
性
格
を
内
包

(

川

)

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

附
記
ぃ
黒
龍
江
・
吉
林
南
省
に
お
け
る
「
恰
大
洋
票
」
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
一
意
し
て
い
る
。

註(
1
)

奉
天
票
の
通
貨
と
し
て
の
性
質
に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
節
第
1
項
を

参
照
。
一
九
二

0
年
代
後
半
期
に
流
通
し
て
い
た
奉
天
票
の
種
類
は
次

の
と
お
り
。

奉
天
官
銀
挽
活
免
券
(
奉
大
洋
票
、

一
一
一
大
洋
票
)

一
元
、
五
一
元
、

中
園
銀
行
券
(
同
右
、
同
右
)
一
元
、
五
元
、

交

通

銀

行

券

(

同

右

、

同

右

)

一

元

、

五

元
、

奉
天
公
済
卒
市
銭
披
銅
元
富
市
(
奉
小
洋
票
)

一
O
枚
券
、
二

O
枚
券
、
五

O
枚
券
、
一

O
O枚
券

一
般
的
に
奉
天
票
と
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
指
す
が
、
一
九
一
六
年
一
一

月
奉
天
省
長
布
告
に
よ
っ

て
、
銅
元
票

一
二
元
に
劃
し
て
大
洋
票
一

O

元
と
い
う
法
定
交
換
比
率
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、
大
洋
票
を
「
一
二
大

洋
」
と
も
呼
ぶ
。
奉
天
.
票
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
概
観
は
賢
藤
善
夫

『
奉
天
票
の
研
究
』
正
隆
銀
行
調
査
課
、

一
九
二
八
年
九
月
、
を
み

ら
れ
た
い
。
ま
た
、

ωE-gEWHN-
、H
J
Z
H
N
F
8
田
口
色
町
内
と
え
円
7
0

3
Z
Eロ
ロ
o
-
E
-
S
H斗
|
忌
邸
、
〉
向
。
令
3
b
hト

s
bミ
sw

一O
元
一O
元
一O
元

〈

o-.5.]U白吋円九戸、
0
2・
5
3
-
を
参
照
。

(
2
)

黒
田
明
伸
「
清
代
銀
銭
二
貨
制
の
構
造
と
そ
の
崩
壊
」
『
祉
禽
経
済

史
皐
』
第
五
七
巻
第
二
致
。
ま
た
、
足
立
啓
二
「
清
代
前
期
に
お
け
る

園
家
と
銭
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
九
巻
第
四
説
、
参
照
。

(

3

)

『東
三
省
金
融
整
理
委
員
曾
報
告
書
』
(全

一
筋
)
、
一
九
一
一
一
一
年
五

月
、
八

O
、
八
一
一
良
の
問
、
附
録

mω
に
依
る
。

(

4

)

出
典
は
い
ず
れ
も
、
向
上
書
所
枚
の
も
の
に
よ
る
。
た
だ
し
、
物
債

上
昇
率
は
一
九
二
六
年
を
一

O
Oと
し
て
く
み
か
え
た
。

(

5

)

飯
島
幡
司
『
支
那
幣
制
の
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
三
七
年
二
月
、

三
O
四
J
三
二
七
頁
。
石
統
符
『
中
園
貨
幣
金
融
史
略
』
天
津
人
民
出

版
社
、
一
九
八
四
年
、
二
七
九
J
二
八
四
頁
。

(

6

)

荒
木
光
太
郎
『
満
・
支
幣
制
改
革
問
題
』
改
造
社
、
一
九
一
ニ
六
年
、

一
一
二
頁
。

(

7

)

蜂
谷
輝
雄
奉
天
総
領
事
代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
一

月
七
日
。
外
務
省
外
交
史
料
館
綴
『
中
園
ニ
於
ケ
ル
貨
幣
及
幣
制
関
係

雑
件
、
奉
天
票
関
係
』

E
、
1
、
4
、

o、
2
1
2

所
枚
。
以
下
同
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じ。

〈
8
)

関
東
鷹
取
引
所
規
則
第
一
保
「
関
東
洲
及
南
浦
洲
銭
遁
附
属
地
内
、

必
要
と
認
む
る
地
に
取
引
所
を
設
置
す
、
取
引
所
は
関
東
長
官
の
管
理

に
腐
す
」
に
も
と
づ
き
、
一
九
二

O
年
に
開
設
さ
れ
た
。
一
九
一
六
年

開
設
の
開
原
取
引
所
と
と
も
に
奉
天
票
相
場
の
中
心
を
な
す
。
脅
藤
征

生
『
在
浦
日
本
取
引
所
に
閲
す
る
諸
課
題
』
満
鍛
庶
務
部
調
査
謀
(
満

鍛
調
査
資
料
第
九
七
編
)

一
九
二
九
年
三
月、

一
O
六
l
一
O
七
頁
、

二
三
頁
。

(
9
〉
「
奉
天
票
惨
落
ト
其
原
因
」
(
秘
)
満
銭
奉
天
公
所
長
鎌
田
誠
助
↓

情
報
課
長
、
昭
和
三
年
一
月
一
四
目
。

(

m

)

「
劉
省
長
金
融
維
持
方
策
を
講
ず
」
奉
天
-
商
業
舎
議
所
調
査
課
『
奉

天
経
済
旬
報
』
第
三
宅
第
二
競
〈
一
九
二
八

・
一
-
一
五
)
、
二
頁。

以
下
『
旬
報
』
と
略
す
。

(
日
)
『
奉
天
日
日
新
聞
』
昭
和
一
一
一
年
一
月
一
回
目
。

(
ロ
)
「
支
那
官
吏
ノ
俸
給
ト
物
償
制
到
照
」
関
東
麟
警
務
局
長
↓
外
務
次
官

他
、
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
。
「
奉
天
票
暴
落
-
一
関
ス
ル
件
」
岸
田
英

治
牛
妊
領
事
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。

(
日
〉
「
嘗
地
支
那
一
商
ノ
替
正
倒
産
欣
況
-
一
関
ス
ル
件
」
蜂
谷
輝
雄
奉
天
総

領
事
代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
一
目
。
「
奉
票

ノ
激
努
-
一
依
ル
労
働
争
議
-
一
関
ス
ル
件
」
蜂
谷
↓
田
中
、
昭
和
三
年
四

月
二
日
。
「
靴
工
一
千
名
罷
業
」
『
旬
報
』
第
一一一
省
第
九
鋭
(
一
九
二

八
・
三
・
二
五
)
。

(

M

)

「
奉
天
票
惨
落
影
響

-
一
関
ス
ル
件
」
田
中
延
太
郎
織
嶺
領
事
↓
田
中

義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
二
月一-一目。

ハ
日
)
奉
天
票
の
下
落
と
大
万
舎
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
京
政
権
形
成

期
・
東
北
地
域
政
治
と
民
衆
運
動
」
『
現
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
政

治
の
諸
相
』
大
阪
外
園
語
大
皐
ア
ジ
ア
研
究
舎
、
一
九
八
四
年
。

(
時
〉
「
奉
天
省
長
ノ
金
融
維
持
取
締
訓
令
一
一
関
ス
ル
件
」
蜂
谷
輝
雄
奉
天

総
領
事
代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
一
目
。

(
げ
)
「
奉
票
維
持
-
一
関
ス
ル
劉
省
長
ノ
佑
告
語
文
」
満
銭
奉
天
公
所
長
鎌

田
粥
助
、
昭
和
三
年
二
月
一
六
日
。

(
四
〉
「
奉
票
暴
落
ト
其
影
響
並
支
那
側
ノ
針
策
-
一
関
ス
ル
件
」
蜂
谷
輝
雄

奉
天
総
領
事
代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
二
月
一
八
日
。

(
国
)
「
往
電
第
八
七
銃
一
一
関
シ
、
第
一

O
五
挽
ノ
一
〈
極
秘
)
」
蜂
谷
輝

雄
奉
天
総
領
事
代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
二
月
一

O

ロμ

(
加
)
「
支
那
側
ノ
奉
票
維
持
宣
俸
-
一
関
ス
ル
件
」
蜂
谷
輝
雄
奉
天
総
領
事

代
理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
二
九
日
。

(
幻
)
「
四
月
中
奉
票
相
場
ニ
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田
中

義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
五
月
一

O
目
。
「
五
月
中
奉
天
相
場
ニ
閥

ス
ル
件
」
林
↓
田
中
、
昭
和
三
年
六
月
一
一
一
目
。

(
幻
)
「
奉
省
金
融
整
理
公
債
裂
行
燦
例
設
布
」
関
東
路
警
務
局
長
↓
外
務

衣
官
他
、
昭
和
三
年
四
月
二
八
日
。
「
奉
票
整
理
公
債
夜
行

-一関ス

ル

件
」
中
野
吉
岡

一
鄭
家
屯
領
事
代
理
↓
田
中
義

一
外
務
大
臣
、
昭
和
一
一
一
年

五
月
一
五
日
。
「
奉
天
票
整
理
公
債
」
『
旬
報
』
第
一
一
一
巻
第
一
一
一
一
挽
〈
一

九
二
八
・
五
・
五
〉
。
「
公
債
反
劉
の
協
議
」
『
旬
報
』
第
三
巻
第
一
四

貌
(
一
九
二
八
・
五
・
一
五
)
。

(
勾
)
「
中
園
交
通
商
銀
行
券
-
一
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田

中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
六
月
一
八
日
。

(
M
〉
「
六
月
中
奉
票
相
場
一
一
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田
中
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義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
七
月
九
日
。
「
現
大
洋
の
換
算
率
、
七
月

分
標
準
相
場
二
二
元
(
六
月
か
ら
二
元
低
落
)
」
『
旬
報
』
第
四
各
第
一

抗
、
一
八
頁
。

(
お
)
「
満
洲
財
界
朕
況
」
関
東
艇
長
官
↓
内
閣
拓
殖
局
長
、
昭
和
三
年
六

月
二
四
日
。
「
金
融
維
持
協
議
舎
、
六
月
二
六
日
、
張
皐
良
開
催
」
『
旬

報
』
第
四
巻
第

一
鋭
(
一
九
二
八
・
七
・
五
)
、
一
一

J
一
二
頁
。

(
お
)
大
連
商
工
曾
議
所
『
満
洲
-
一
於
ケ
ル
幣
制
改
革
-
一
関
シ
針
策
講
究
ノ

件
説
明
書
』
一
九
二
八
年
一
一
月
、
五
六
l
五
七
頁
。
「
奉
票
整
理
/

緋
法
」
『
旬
報
』
第
四
各
第
五
鋭
、
五
J
六
頁
。

(
幻
)
「
七
月
中
奉
票
相
場
-
一
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田
中

義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
八
月
九
日
。
森
島
守
人
奉
天
総
領
事
代
理

↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年
九
月
五
日
。
「
八
月
中
奉
票
相
場

ニ
関
ス
ル
件
」
森
島
↓
田
中
、
昭
和
三
年
九
月
一
一
一
目
。

(
お
)
「
金
融
維
持
策
、
秘
」
関
東
瞭
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
殖
局
長
他
、
昭

和
三
年
九
月
=
目
。
「
奉
天
省
長
ノ
金
融
維
持
取
締
ノ
訓
令
-
一
関
ス

ル
件
」
岸
田
英
治
牛
荘
領
事
↓
森
島
守
人
奉
天
総
領
事
代
理
、
昭
和
一
一
一

年
九
月
一
一
一
一
目
。
『
旬
報
』
第
四
谷
第
八
銃
(
一
九
二
八
・
九
・
一

五
)
、
三
J
七
頁
。

(
却
)
「
支
那
側
ノ
金
融
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
臆
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
殖

局
長
他
、
昭
和
三
年
九
月
一
一
一
一
目
。

(
ぬ
)
「
奉
天
省
ノ
金
融
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
膜
筈
務
局
長
↓
内
閣
拓
殖

局
長
他
、
昭
和
三
年
九
月
一
五
日
。

(
汎
)
「
奉
票
維
持
策
、
秘
」
関
東
臆
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
殖
局
長
他
、
昭

和
三
年
九
月
二
八
日
。

(
銘
)
「
奉
票
維
持
ト
金
融
捜
飢
者
取
締
、
秘
」
関
東
膝
警
務
局
長
↓
内
閣

拓
殖
局
長
他
、
昭
和
三
年
九
月
二

O
目。

(
お
)
「
透
業
銀
競
業
務
按
張
計
輩
、
秘
」
関
東
藤
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
殖

局
長
他
、
昭
和
三
年
九
月
二
八
日
。
「
迭
業
銀
行
の
移
動
」
「
省
庫
の

管
理
移
鞠
」
『
旬
報
』
第
四
倉
第
二
放
(
一
九
二
八

・
七
・

一
五
)
、
五

J
六
頁
。
な
お
、
章
錫
九
「
東
北
遺
業
銀
行
始
末
記
」
『
文
史
資
料
選

瞬
』
第
三
五
輯
、
中
園
文
史
出
版
社
、
一
八
二
)

t

一
八
三
頁
を
参
照
。

(
鈍
)
「
銀
行
闘
金
融
曾
議
」
『
旬
報
』
第
四
巻
第
一
五
貌
(
一
九
二
八
・

二
・
二
五
〉
、
三
頁
。
「
金
融
維
持
舎
議
」
『
旬
報
』
第
四
谷
第
一
七

挽
(
一
九
二
八
・
一
二
・
一
五
〉
。
一
一
頁
。
武
井
艮
介
『
現
大
洋
票

に
就
て
』
横
潰
正
金
銀
行
頭
取
席
調
査
課
、
通
報
銃
外
第
四

O
鋭
、
行

外
秘
、
一
九
三
二
年
五
月
、
七
頁
。

(
お
)
「
透
業
銀
行
現
洋
券
夜
行
ト
奉
票
回
収
舎
議
、
秘
」
関
東
腐
警
務
局

長
↓
内
閣
拓
殖
局
長
他
、
昭
和
三
年
一
二
月
二
七
日
。

(
お
)
「
九
月
中
奉
票
相
場
ニ
閥
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田
中

義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
三
年

一
O
月
一
一
日
。
以
下
同
じ
く
「
十
月」

昭
和
三
年
一
一
月
二

O
目
、
「
十
一
月
」
昭
和
三
年
一
二
月
二
九
日
、

「
十
二
月
」
昭
和
四
年
一
月
一
七
日
。

(
幻
〉
(
お
)
「
奉
票
整
理
問
題
-
一
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
田

中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
一
月
八
日
。

(
ぬ
)
林
久
治
郎
奉
天
徳
領
事
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
一
月
一

四
日
。
「
一
月
中
奉
票
相
場
一
一
関
ス
ル
件
」
林
↓
田
中
、
昭
和
四
年
二

月
一
八
日
。

(
紛
)
「
新
愛
行
奉
天
票
ト
相
場
一
一
関
ス
ル
件
」
中
野
高
一
鄭
家
屯
領
事
代

理
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
三
月
六
日
。

(
似
)
「
現
洋
票
夜
行
計
萱
」
『
旬
報
』
第
五
容
第
一

O
貌
(
一
九
二
九
・

- 40ー



547 

四
・
五
)
、
二
J
一
一
一
頁
。
「
奉
票
の
法
定
相
場
」
向
上
誌
、
六
頁
。

(
必
)
「
大
額
奉
票
夜
行
ト
共
-
一
其
影
響
等
一
一
関
ス
ル
件
」
森
島
守
人
奉
天

総
領
事
代
理
↓
田
中
義
一
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
四
月
一
目
。

(
円
相

XHH
〉
『
満
洲
日
報
』
昭
和
四
年
四
月
五
日
。
「
省
庫
も
現
洋
本
位
」

『
旬
報
』
第
五
巻
第
一
二
競
(
一
九
二
九

・
四
・
二
五
〉
、
六
頁
。
「
制
剣

山
芹
-
一
於
ケ
ル
奉
天
票
ノ
現
況
ニ
閥
ス
ル
件
」
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
(
卒

安
北
道
知
事
報
告
)
、
昭
和
四
年
四
月
一
一
六
日
。

(
必
〉
「
支
那
ノ
日
本
銀
行
紙
幣
調
査
、
秘
」
関
東
臆
警
務
局
長
↓
内
閣
拓

殖
局
長
他
、
昭
和
四
年
三
月
二
七
日
。

〈
必
)
「
四
月
中
奉
票
相
場
ニ
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
嫡
総
領
事
↓
田
中

義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
五
月
一
一
目
、
同
じ
く
「
五
月
」
昭
和
四

年
六
月
一
八
日
。
「
奉
票
市
債
ノ
大
凱
調
ト
其
原
因
ニ
一
関
ス
ル
件
」
近

藤
信
一
銭
嶺
領
事
↓
田
中
義
一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
五
月
八
日
。

「
金
融
安
定
の
訓
令
」
『
旬
報
』
第
五
各
第
二
貌
(
一
九
二
九
・

四
・
一
五
)
、
七
頁
。

(

U

)

吋
E
g三
の
・
∞
-
吋
』
品
川
町
内
。
吏
M

W

E

円
旬
。
¥
同
辺
、
b
H
N

。W
M

U

K

山
句
吉
丸
い
可

。
」
可
。
臣
、
ミ
ミ
ミ

uez円N.aH民
3
3
同vaHlモ
号
。
司
ヨ
A
S
H
-
H由
ω斗、

(
東
京
銀
行
集
曾
所
抄
誇
『
濁
逸
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
解
剖
』
)
。
高

須
賀
義
博
『
現
代
資
本
主
義
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
岩
波
書
庖
、
一

九
八
一
年
、
二
六
頁
。
す
で
に
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
革

命
後
の
ル
ー
ブ
ル
と
の
比
較
を
論
じ
た
も
の
に
、
前
掲
註
(
1
〉
、
『
奉

天
票
の
研
究
』
五
五
l
五
八
頁
が
あ
る
。
た
だ
、
チ
ュ
ロ
l

ニ
数
果
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
二
二
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
経
済
貨
幣
曾
議
の
決

議
に
衣
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
「
紙
幣
が
下
落
し
て
原
債

と
相
去
る
甚
だ
遠
き
に
至
り
た
る
園
に
於
て
は
、
車
に
原
債
を
恢
復
す

る
の
不
可
能
な
る
の
み
な
ら
ず
、
卸
ち
強
い
て
原
債
を
恢
復
せ
し
め
ん

と
す
れ
ば
、
園
家
経
済
は
必
ず
大
に
素
飢
し
、
社
曾
に
甚
大
な
る
不
安

を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
前
掲
註
(
3
〉
『
東
三
省
金
融
整
理
委

員
曾
報
告
書
』
一
一
一
一
一
七
J
二
三
八
頁
、
油
田
岡
一
繭
松
誇
『
東
三
省
金
融
整

理
委
員
曾
報
告
書
』
満
鍛
資
料
課
(
満
銭
調
査
資
料
第
百
六
十
四
編
)

一
九
三
三
年
一
一
一
月
、
一
六
三
頁
。

(
柏
崎
)
本
稿
第
三
節
第
3
項
を
参
照
。

(
必
〉
大
豆
経
済
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
金
子
文
夫
『
近

代
日
本
に
お
け
る
封
満
洲
投
資
の
研
究
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
九
一

年
、
四
五
頁
以
下
「
大
豆
経
済
の
確
立
」
、
一
八
六
頁
以
下
「
大
豆
経

済
の
設
展
」
、

三
二
四
頁
以
下
「
大
豆
経
済
の
愛
動
」
を
参
照
。

(
印
〉
一
九
三

O
年
の
五
一
ニ

O
高
ト
ン
は
、
全
世
界
生
産
総
額
の
五
九
・
三

%
を
占
め
て
い
た
。
関
内
中
園
は
二
五
・
四
%
で
あ
わ
せ
て
中
園
は
八

四
・
七
%
の
高
率
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
日
本
は
囚

・三
%
、
ア
メ
リ

カ
は
五
・
二
%
、
朝
鮮
は
五
・
八
%
で
あ
っ
た
(
旬
、
札
河
川
、
。
ミ

S

守
。
句
、

2
3
ミ

g
町
宮
、
S
窓
辺
匂
ド
吋

Z
ω
o
z
p
F向
g
n
r
R
2

HN3Zミ・同
E
P
S
ω
N
-
℃・区

ω)。
統
計
は
主
と
し
て
、
同

g
m
n
E
0・

3向
F
3
3符
P
S
N
4ミ
ミ
ミ
ミ
3
与
需

N.RM】
Z
P
.
R

。
¥
弘
、
3
ミ
除
、
同
町

S
。
遣
い
予
富
山

nrF問
g-M白
司
巾
同
印
庄
の

Z
Z由。

ω
Z任
命
的

8
・
5
∞ω・
司
企
-

お
よ
び
、
穴

5
m
g
。・

ω
z
p
M
3吉

岡

3
2ヨ
R
U
n
q
G
h口、ヨ
S
H
。
¥
ミ
rN号、
V
N
q
R
S
H
b
a
w
匂
守
h

h

h
甘
ん
¥

。
¥
込
町
吋
E
S
H
N
K
H
F
q
g
H臣、
υJ

国
R

S丘
開
曲
目
円
〉
師
一
S

F
向。ロ-

a
g司
Z
N∞-
s
a
-
-YNP
に
依
っ
た
。

(
日
)
前
掲
註
(
お
〉
、
五
頁
、
三

O
I三
一
頁
。
ま
た
、
前
掲
註
(
お
〉
の
章

錫
九
論
文
に
よ
れ
ば
、
東
北
四
行
競
(
東
三
省
官
銀
鋭
、
吉
林
、
氷
衡
官
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銀
抗
、
黒
龍
江
官
銀
統
、
透
業
銀
行
)
に
よ
る
役
産
品
買
上
げ
総
額

は
、
現
大
洋
二
億
元
以
上
で
、
東
北
地
域
総
生
産
量
の
約
字
分
を
占
め

て
い
た
と
す
る
(
一
九
三
頁
)
。

(
臼
)
「
現
大
洋
票
夜
行
期
一
一
関
ス
ル
件
」
近
藤
信
一
鍛
嶺
領
事
↓
田
中
義

一
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
五
月

一
七
日。

(
臼
)
久
間
猛
『
東
三
省
官
銀
放
論
』
関
東
廊
財
務
部
、

一
九
二
九
年
一
一
一

月
、
二
四
八
頁
、
二
八
八
頁
。

(
M
)

藤
井
諒
『
遼
寧
の
準
備
競
と
現
大
洋
富
市
』
湖
鍛
調
査
課
(
浦
敏
調
査

資
料
第
一
二
九
編
)
、
一
九
三

O
年
四
月
、
六
頁
、
八
頁
。
な
お
、
拙

者
『
中
図
近
代
東
北
地
域
史
研
究
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
)

二
一
五
頁
に
、
現
大
洋
票
に
つ
い
て
の
初
歩
的
理
解
を
提
示
し
て
い

る。

(
日
)

「
聯
合
愛
行
準
備
庫
現
洋
票
-
一
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事

↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
八
月
五
日
。
「
官
銀
統
現
洋
紙

幣
」
「
紙
幣
後
行
準
備
庫
」

『
旬
報
』
第
五
経
第

一
五
鋭
(
一
九
二
九
・

五
・
二
五
)
、
七
J
九
頁
。

(
日
)
(
貯
)
「
支
那
側
/
奉
一大
票
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
廊
警
務
局
長
↓
内

閣
拓
殖
局
長
他
、
昭
和
四
年
六
月
一
四
日
。
「
誤
れ
る
金
融
維
持
」
『旬

報
』
第
五
巻
第
一
七
鋭
(
一
九
二
九
・
六
・
一
五
〉
、
六
J
七
頁
。
省

時
、
日
木
側
の
奉
天
商
工
曾
議
所
は
大
賊
次
官
黒
田
英
雄
宛
に
、
「
奉

天
票
の
暴
落
に
よ
る
針
策
と
し
て
銀
券
褒
行
」
を
建
議
し
、
「
既
に
民

心
は
奉
天
票
を
嫌
忌
し
如
何
に
現
大
洋
票
を
欣
迎
し
つ
つ
あ
る
か
を
窺

知
し
得
ら
る
べ
し
L

と
述
べ
、

「此
際
我
園
と
し
て
は
、
満
洲
の
銃
設

金
融
機
関
を
し
て
現
大
洋
引
換
の
ノ
l
ト
を
夜
行
せ
し
め
之
れ
が
流
通

を
図
る
こ
と
」
を
主
張
し
て
い
た
(
『
匂
報
』
第
五
各
第
二
ハ
説
、
一

九
二
九
・
六
・
五
、
二
一

J
二
三
頁〉。

こ
の
建
議
は
そ
の
後
、
八
月

の
第
一
一
回
満
洲
一
商
一
工
曾
議
所
聯
合
舎
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
一

月
末
の
第
二
回
日
本
商
工
曾
議
所
定
期
総
曾
に
も
議
案
第
二
五
鋭
と
し

て
付
議
さ
れ
た
が
、
「
慎
重
攻
究
を
要
す
る
も
の
」
と
し
て
常
議
員
舎

に
一
任
さ
れ
た
。
む
し
ろ
、

奉
天
総
領
事
館
な
ど
の
剣
断
と
は
異
な

り
、
現
大
洋
票
の
も
つ
政
治
的
意
味
と
そ
の
影
響
力
を
脅
威
と
し
て
受

け
と
め
針
策
を
出
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
旬
報
』
第
六

径
六
放
(
一
九
二
九

・
八

・
二
五
〉
、
二
三
J
二
四
頁
、
第
六
各
第

一

二
放
(
一
九
二
九
・
一

0
・
二
五
〉
、
二
二
J
二
七
頁
、
第
六
経
第
一

七
時
制
(
一
九
二
九

・一

二

・一

五
)
、
一
六
頁
、
一
八
J
一
九
頁
。
な

お
、
満
鍛
臨
時
経
済
調
査
曾
に
よ
る
『
満
洲
財
界
救
済
案
ト
シ
テ
ノ
満

蒙
特
殊
銀
行
案
(
極
秘
)
』
が
、
三

O
年
一
月
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
銀
行
案
で
は
、
金

・
銀
の
銀
行
券
を
夜
行
し
う
る
も
の
と
し
、

銀

券
は

「
支
那
-
一
通
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ス
」
(
一
二
七
頁
)
と
構
想
さ

れ
て
い
た
。

(
臼
)
「
金
融
維
持
曾
議
ノ
件
(
筈
察
情
報
〉
、
秘
」
奉
天
公
所
長
鎌
田
禰

助
、
昭
和
四
年
六
月
一
一
目
。

(
臼
)
「
支
那
側
ノ
奉
天
票
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
腺
警
務
局
長
、
昭
和
四

年
六
月
一
四
日
。

(
印
)
「
支
那
側
ノ
奉
天
票
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
腕
警
務
局
長
、
昭
和
四

年
六
月
二
一
日
。

(
日
)
小
林
英
夫
「
満
洲
金
融
構
造
の
再
編
成
過
程
」
満
洲
史
研
究
曾
綿

『
日
本
帝
園
主
義
下
の
満
洲
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一

四

二
頁
。

(
臼
〉
前
掲
註
ハ
臼
)
『
東
三
省
官
銀
貌
論
』
、
二
六

O
頁
。
前
掲
註
(
臼
)
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『
遼
寧
の
準
備
庫
と
現
大
洋
宮
市
』
、
三

O
頁。

(
臼
)
前
掲
註
(
品
目
)
『
近
代
日
本
に
お
け
る
封
満
洲
投
資
の
研
究
』
、
五
一

一一

i
五
一
四
頁
。

(
臼
)
前
掲
註
(
N
U

〉
小
林
論
文
、

一
四
ニ
頁
。

(
臼
〉
も
ち
ろ
ん
、
嘗
時
の
園
民
経
済
や
民
衆
の
生
活
に
撹
鋭
的
作
用
を
も

た
ら
し
た
黙
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
主
な
分
析
課
題
で
は
な
い
。

(
以
山
)
第
6
表
は
現
大
洋

・
現
大
洋
票
の
溶
陽
市
中
相
場
を
示
す
。
ほ
ぼ
そ

の
政
策
意
図
は
達
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
前
掲
註
(
引
抽
)
『
現
大

洋
票
に
就
て
』
、
八
九
頁
よ
り
。

(
向
山
)
「
支
那
側
ノ
奉
天
票
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
廊
警
務
局
長
↓
内
閣
拓

務
衣
官
他
、
昭
和
四
年
六
月
二
一
目
、
に
よ
れ
ば
、
程
文
選
省
長
は
張

摩
良
に
射
し
、
奉
天
票
惨
落
の
主
因
は
満
鍛
附
属
地
の
有
力
筆
一
商
に
よ

る
投
機
に
あ
る
と
指
摘
し
、
し
か
も
有
力
肇
商
に
は
、
「
重
要
軍
官
」

の
子
弟
の
経
営
す
る
「
銭
妊
業
者
」
が
お
り
、
た
と
え
ば
、
汲
金
純
の

長
男
汲
紹
宗
の
乾
亨
達
、
張
皐
成
の
成
泰
群
、
湯
玉
麟
の
次
男
湯
漠
郷

の
康
裕
隆
、
張
九
卿
の
長
男
張
啓
明
の
啓
目
黒
鰍
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た

と
す
る
。

(
伺
)
(
印
)
「
支
那
側
ノ
奉
天
票
維
持
針
策
、
秘
」
関
東
腐
警
務
局
長
↓
内

閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
四
年
六
月
二
九
日
。

(
初
)
「
奉
票
暴
落
ト
地
方
朕
況
ニ
開
ス
ル
件
」
在
海
龍
分
館
主
任
坂
内
調

代
記
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
七
月

一
五
日
。

〈
礼
〉
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年

一一

月
二
O
日
。

(η
〉
「
官
銀
強
ノ
金
紗
票
及
特
産
物
頁
買
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」
近
藤
信

一
銭
嶺
領
事
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年

一
一一
月
一
六
日
。

「
官
喬
公
済
桟
撤
退
ニ
閥
ス
ル
件
」
石
塚
邦
器
鍛
嶺
領
事
館
事
務
代
理

↓
鰐
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年

一
O
月
七
日
。
「
公
済
桟
愈
よ

引
揚
」
『
旬
報
』
第
六
巻
第
四
鋭
(
一
九
二
九

・
八

・
五
〉
、
一
一

J
一

二
頁
。

(向日)

「中
央
銀
行
支
庖
設
置
計
輩
、
秘
」
関
東
腐
警
務
局
長
心
得
↓
内
閣

拓
務
次
官
他
、
昭
和
四
年
八
月
二
四
日
、
お
よ

び
九
月
二
目
。
「
中
銀
の
分
行
設
立
」
『
旬
報
』

第
六
巻
第
六
競
(
一
九
二
九
・
八

・
二
五
)
、

九
l
一
O
頁
、
第
六
各
第
八
践
(
一
九
二
九
・

九
・
一
五
)
、
六

l
七
頁
。

(
丸
〉
東
三
省
官
銀
鋭
附
属
事
業
一
覧
は
前
掲
註

(
日
)
、
三
一
八
J
一
一
一
一
九
頁
に
よ
る
。
(
次
頁

参
照
)

(
万
〉
「
東
北
嘗
局
縫
績
努
力
整
逗
奉
票
(
九
月
二

五
日
)
」
『
民
園
日
報
』
一
九
二
九
年
一

O
月一

|現き大現大洋洋10票ル

|最高 |最低

1930年3月 100.35 100.00 

4 .05 99.90 

5 .10 99.90 

6 .10 100.00 

7 .10 .00 

8 .25 .00 

9 .50 .00 

10 .30 .00 

11 .70 .00 

12 .65 .15 

1931年1月 .80 .30 

2 101. 10 .20 

3 .50 .10 

4 100.20 .12 

5 .15 .12 

6 .90 .13 

7 101. 20 .15 

8 .30 .14 

9 115.00 .13 

549 

〔第6表〕
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~ 昌遼公 同東 l乎康東高公東東純利 公 広

園陽済 蘭 害警 済輿盆逮済

公公 輿興製 泉興生卒

済済 北
市油火公公椴

計
銭 名

蛍嘗嘗蛍蛍廠公泉泉蹴房磨司司桟 |
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(
単
位
は
、
奉
大
洋
)

目
。
上
村
伸
一
南
京
領
事
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
四
年
一

O

月

二
ハ
日
。
「
奉
票
維
持
公
債
夜
行
」
関
東
廓
警
務
局
長
心
得
↓
外
務

次
官

(
篤
)
、
昭
和
四
年
一
二
月

一
O
目。

(
苅
)
「
毅一
主
席
金
融
問
題
ニ
閥
シ
商
工
飽
食
ニ
訓
令
、
秘
」
関
東
廊
警
務

局
長
心
得
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
四
年
一
一
一
月
一
四
日
。

(
作
)
「
遼
寧
四
銀
行
聯
合
準
備
庫
ノ
庫
券
夜
行
計
輩
、
秘
」
関
東
麟
警
務

局
長
心
得
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
四
年
一
二
月
一
九
日
。

(
河
)
「
昭
和
四
年
度
下
宇
期
、
在
鍛
嶺
、
銭
嶺
日
華
銀
行
営
業
報
告
書
」
。

(
勾
〉
前
掲
註
(

U

)

、
邦
誇
『
東
三
省
金
融
整
理
委
員
禽
報
告
書
』
、
一
六

二
頁
。

(
叩
山
〉
「
支
那
側
市
況
沈
衰
」
「
支
那
商
庖
の
不
振
」
『
旬
報
』
第
六
各
第

一
一
一
一
致
(
一
九
二
九
・
一
一
・
五
)
、
九
J
一
O
頁、

「一
商
況
極
め
て
不

振
」
な
ど
、

第
六
谷
第

一
四
貌
(
一
九
二
九
・
一
一

-
一
五
)
、
四
J

七
頁
。
「
最
近
の
開
業
欣
態
」

「市
面
篇
僚
の
反
映
」
第
六
巻
第
一
八

鋭
(
一
九
二
九

・
一
二
・
二
五
)
、
一

一貝。

「
東
省
四
銀
行
聯
合
夜
行
現

洋
票
割
引
行
使
禁
止
-
一
関
ス
ル
件
」
近
藤
信
一
銭
嶺
領
事
↓
幣
原
喜
重

郎
外
務
大
臣
、
昭
和
五
年
二
月
二
八
日
。

(
m
U
)

「
奉
票
の
勢
力
失
墜
と
現
大
洋
票
」
大
連
商
工
曾
議
所
『
大
連
商
工

月
報
』
第

一
七
九
鏡
、
一
九
三

O
年
七
月
、
三
六
頁
。
「
東
北
省
ノ
金

融
政
策
、
秘
」
関
東
藤
警
務
局
長
心
得
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
五

年
三
月
二
七
日
。

(
幻
)

一
九
三

O
年
三
月
現
在
の

「
奉
天
」
に
お
け
る
各
貨
幣
流
通
見
込
額

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
「
満
洲
主
要
都
市
に
於
け
る
『
通
貨
流
通
欣

況
(
下
)
」
『
大
連
商
工
月
報
』
第
一
八
三
鋭
、
一
九
三

O
年
一
一

月
、

一四
J
一
六
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
奉
天
票
の
現
大
洋
換
算
は
三
月
卒
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均
値
六

0
・
一
五
元
と
し
た
。

奉
天
票
(
奉
大
洋
)
約
七
億
元
(
現
大
洋
一
一
六

O
官同元〉

現

大

洋

票

約

一

五

O
O高
元

銅
元
票
(
奉
小
洋
)
約
一
五

O
O高
元

金

票

約

一

O
-
O寓
元

紗

票

約

一

五

高

元

ま
た
、
満
餓
調
査
課
『
昭
和
五
年
満
洲
政
治
経
済
事
情
』
一
九
一
一
一
一
年

七
月
、
三
二
二
頁
。

(
出
)
「
東
北
金
融
整
理
委
員
舎
組
織
、
秘
」
関
東
藤
警
務
局
長
↓
内
閣
拓

務
次
官
他
、
昭
和
五
年
七
月
一
七
日
。
「
東
北
四
省
金
融
整
理
緋
法
、

秘
」
関
東
癖
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
五
年
七
月
二
五

円口。

ハ
刷
出
)
「
商
工
総
舎
聯
合
曾
(
六
月
一
一
一
一
一
日
調
査
〉
」
「
銀
下
落
の
封
態
策

(
六
月
二
四
日
調
査
〉
」
「
長
春
遼
寧
の
提
案
(
六
月
一
一
六
日
調
査
)
」

「
一
商
聯
合
曾
の
開
催
(
七
月
一
日
調
査
〉
」
『
旬
報
』
第
八
俳句
第
一
一
抗

(
一
九
三

0
・
七
・
五
〉
、
七

l
二
一
頁
。
「
支
那
側
銀
暴
落
の
針
策
」

奉
天
一商
工
曾
議
所
『
奉
天
一商
工
月
報
』
第
二
九
九
続
、
一
九
三

O
年
八

月
、
八
五

l
一
O
二
頁
、
に
各
地
商
舎
の
提
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
「
東
三
省
官
銀
抗
小
額
紙
幣
夜
行
ノ
件
」
石
塚
邦
器
鍛
嶺
領
事
館
事

務
代
理
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
五
年
九
月
一
六
日
。
「
現
洋

小
票
の
愛
行
」
『
旬
報
』
第
八
巻
第
三
競
〈
一
九
三

0
・
七
・
二
五
)
、

八
頁
。

(

M

∞
〉
さ
し
あ
た
り
、
武
育
文
・
玉
維
遠
・
揚
玉
芝
『
張
皐
良
勝
軍
俸
略
』

遼
寧
大
開
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
七
七

1
二
八
六
頁
、
参
照
。

(
釘
〉
「
重
要
な
財
政
協
議
」
『
奉
天
一
商
工
月
報
』
第
三

O
二
競
、
一
九
一
一
一

O
年
二
月
、
七
八
頁
。
「
三
聯
銀
行
設
置
ト
免
換
努
凌
行
計
壷
」
関

東
臆
警
務
局
長
↓
外
務
次
官
(
篤
〉
、
昭
和
五
年
一

O
月
八
日
。
「
四
聯

銀
行
渡
行
紙
幣
ノ
通
用
匿
域
績
張
-
一
関
ス
ル
件
」
石
塚
邦
器
銭
嶺
領
事

館
事
務
代
理
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
、
昭
和
五
年
一

O
月
一
四
日
。

な
お
、
剤
有
岩
「
張
皐
良
将
軍
就
任
陸
海
空
軍
副
司
令
的
概
述
」
『
遼

寧
文
史
資
料
』
第
一
七
輯
(
在
同
張
皐
良
相
庭
的
日
子
里
〉
、
遼
寧
人

民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
八
三
頁
、
参
照
。
「
東
北
政
務
委
員
曾
第

一
八
二
次
舎
議
議
決
案
通
知
書
」
(
中
華
民
園
一
九
年
一
一
一
月
一
一
一
日
〉

遼
寧
省
楢
案
館
編
『
奉
系
軍
閥
楢
案
史
料
集
編
』
第

um、
江
蘇
古
籍

出
版
社
・
香
港
地
卒
続
出
版
社
、
一
五

O
頁
。
「
東
三
省
官
銀
挽
ノ
紙

幣
夜
行
ニ
関
ス
ル
件
」
林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
↓
幣
原
喜
重
郎
外
務
大

臣
、
昭
和
五
年
一
一
月
六
日
。

(
田
山
)
川
「
遼
寧
省
政
府
篤
公
術
遼
寧
省
管
理
金
融
暫
行
章
程
閏
訓
令
」

(
一
九
三

O
年
一
一
一
月
二
七
日
)
『
奉
系
軍
閥
楢
案
史
料
集
編
』
第
日

加
、
二
八
四
J
二
八
五
貰
。
久
開
猛
『
銀
ノ
世
界
的
事
情
(
昭
和
六
年

版
)
』
関
東
隣
財
務
部
財
務
課
、
一
九
=
二
年
三
月
一

O
目
、
一
二
九

ー
=
ニ
二
頁
。
「
遼
寧
省
管
理
金
融
暫
行
章
程
制
定
」
関
東
腹
警
務
局

長
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
五
年
一
一
一
月
二
七
日
。

(
鈎
)
「
金
融
管
理
舎
組
織
」
『
奉
天
商
工
月
報
』
第
三

O
四
説
、
一
九
一
一
一

一
年
一
月
、
八
九
頁
。
「
遼
寧
省
政
府
ノ
各
種
紙
幣
整
理
、
秘
」
関
東

路
警
務
局
長
↓
内
閣
拓
務
次
官
他
、
昭
和
六
年
一
月
一
一
一
目
。

(

m

叩

)

ケ

メ

ラ

l
報
告
書
は、

NU3』.R円
。
¥
ト
E
e
¥。
、
急
処

C
E
S
S
N

L

『
ミ
、
。
礼
宮
町
内
巴
泊
。
k
，

a
c。円札句
H
Q
W
N
n
p
w
-
札
。
臣
、
.327U、
h
H之内
3

S

。
r
.
E
F
同
3

。h
吋ミ』V2・
g託、
v
a
h
awK
》。ミ

3
匂
臣
、
、
。
ミ
H
F
2
-
R
V
¥

(
工
商
部
工
一
商
訪
問
局
印
行
、
中
園
名
は
、
中
園
逐
漸
采
行
金
本
位
敏
巾
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制
法
草
案
附
理
由
書
)
と
題
さ
れ
た
英
文
一
八
二
頁
か
ら
な
る
。
中
園

語
謬
は
、
銀
行
週
報
社
『
財
政
部
甘
末
爾
設
計
委
員
曾
擬
、
中
園
逐
漸

采
行
金
本
位
幣
制
法
草
案
附
理
白
書
』
(
園
立
中
央
研
究
院
社
曾
科
間
学

研
究
所
法
制
組
主
任
王
雲
五
誇
〉
、
邦
誇
は
、
上
海
滴
鍛
調
査
資
料
第

九
編
(
満
銭
支
那
月
誌
特
刊
〉
『
中
華
民
図
図
民
政
府
財
政
専
門
家
委

員
舎
、
中
図
漸
進
的
金
本
位
通
貨
質
施
法
草
案
及
び
そ
の
理
由
報
告

書
』
(
漏
鋭
上
海
事
務
所
研
究
室
、
三
井
雄
三
郎
、
和
田
喜

一
郎
謬
)

一
九
三

O
年

一一

月
、
が
あ
る
。

ケ
メ
ラ
l
使
節
闘
の
メ
ン
バ

ー
は
次
の
と
お
り
。
同
巧
-
H
ハ巾
5
5
mE

Hm
門
(
甘
末
爾
)
園
長
、
財
政
部
設
計
委
員
食
委
員
長
、
幣
制
・
銀
行

関
係
揚
賞
、
]
・
司
・
J
円

O
C
口
問
(
楊
亙
翰
)
幣
制
・
銀
行
関
係
、
明
-
∞
-

F
可ロ
n
y
(
林
池
〉
幣
制
・

銀
行
関
係
、
H
N

・4
〈・目。ロロ

m
g
F
(飽
納
威
)

珠
算

・
曾
計

・
園
庫
監
脅
関
係
、

〉
-
Z・J
円
O
E
口
同
(楊
亙
徳
、
楊
格
〉

公
債
関
係
、

J4
・HW
-
Hι
D
F
E
(
卜
倫
)
鍛
道
財
政
関
係
、
0
・。・円
onrl

Z
ユ
(
羅
恰
徳
〉
租
税
関
係
、
出
-∞-
巧
丘
一
白
円
白
(
肇
理
斯
)
関
税
政
策

関
係
、
同
・
〉

-n
r
z
z
E
(葛
併
倫
)
預
算
・
禽
計
・
図
庫
監
督
関

係、

巧
-
t
司白門印
O
ロ
〈
華
生
)
抽
胤
算

・
禽
計

・
園
庫
監
督
閥
係
、
そ
の

他
秘
書
と
し
て
、
開
司
・

3
m]可
(費
莱
〉
、
明
巧
・
伊
丹
R

H

(

富
徳
)
、

。
・下
回
内伶
ヨ
ヨ
R
R
(甘
道
南
)
ら
計
一
一
一
一
人
。
こ
の
メ

ン
バ

ー
の
う

ち
、
〉
・
2
・J
ヘ。口口
mu
。
。
・円
o
n
z
g『
F

H

1

・切

回[〕
E
nr
ら
は
園
民

政
府
財
政
顧
問
と
し
て
残
り
、

一
九
三
五
年
一
一

月
の
幣
制
改
革
に
際

し
、
そ
の
準
備
活
動
に
か
か
わ
っ
た
。
〉
口
一
回
目

Z
W
J
V
6
5悶
-
q
b
3
R
h

ミミ
Eミ
l
凶

ENS-ぷ
刊
剤
、
。
三
』
U
N可
l
l
』
也
知
可
吋

t
h，
NSW5.bhg丸

岡
町
。
述
。
司
宮
内
河
内
円
。
、
ふ
ロ
0
0
〈
巾
円
同
ロ
丘
町
三
一
。
ロ

p
g♂
ω
g口問。三

C
E
5
5
ミ・

E
F
E・
M
N
U
l
N
8.

(川出)

蔚
藤
叫
「
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
展
開
と
中
園
」
野
津
墜
編
『
中
園
の

幣
制
改
革
と
園
陣
ハ
関
係
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
八
一
年
、
二
一一一一

頁。

(
的
出
〉
前
掲
註
(
卯
)
、
ヶ
メ
ラ
l
報
告
書
、
英
文
書
三
七
頁
(
邦
誇
書
三
七

頁〉。

(

m

m

)

向
上
、
英
文
書
三
七
J
四
四
頁
(
邦
誇
書
、
三
七
J
四
四
頁
〉
。

(
川
出
)
向
上
、
英
文
書
四
五
頁
(
邦
誇
書
、
四
七
頁
)
、
お
よ
び
英
文
書
四

七
頁
(
邦
謬
書
、
四
九
J
五
O
頁
)
、
英
文
書
五
二
頁
(
邦
翠
辞
書
、
五
五

J
五
六
頁
)
、
英
文
書
一
四
六
頁
(
邦
誇
書
、
一
五
一
一
一

l
一
五
四
頁
)
。

(
町
四
)
山

「東
北
政
務
委
員
曾
第
一
一
七
次
舎
議
議
決
遁
知
書
」
(
中
華
民

園

一
九
年
三
月
二
一
一
日
)

『
奉
系
軍
闘
機
案
史
料
奨
編
』
第
9
加
、
六

五
一
頁
。

(

M

m

)

前
掲
註
(

3

)

、
『
東
一
一
一
省
金
融
整
理
委
員
曾
報
告
書
』
附
録
一

J
五

頁
所
収
の
、
耐
用
恩
承

「擬
設
東
三
省
金
融
整
理
委
員
曾
説
明
書
」
「
附

東
三
省
金
融
整
理
委
員
曾
組
織
草
案
乙
件
」。
委
員
禽
メ
ン
バ
ー
は
衣

の
と
お
り
。
委
員
長
減
式
毅
、
主
任
委
員
四
用
恩
承
、
委
員
粛
純
錦
、
方

燈
思
、
林
成
秀
、
刑
有
岩
、
秘
書
李
希
庚
。

日
凶
「
東
三
省
金
融
整
理
委

員
曾
潟
簿
備
就
緒
在
遼
寧
省
政
府
内
開
始
緋
公
致
遼
寧
商
工
総
曾
函
」

(
一
九
三

O
年
四
月
一
一
六
日
)
『
奉
系
軍
閥
楢
案
史
料
品
持
編
』
第

mm、

二
六
頁。

(
巾
引
〉
本
報
告
書
の
構
成
は
女
の
と
お
り
。
冒
頭
に
「
建
議
綱
要
」
(
原
文

で
は
五
九
頁
)
を
掲
げ
て
建
議
本
文
の
内
容
を
要
約
、
そ
の
後
、
第

一

部
「
金
融
概
要
」
〈
原
文
で
は
四
五
頁
)
で
は
奉
天
票
、
焼
銀
、
安
東

銀
卒
銀
、
遼
寧
省
銀
行
機
闘
を
論
じ
、
第
二
部
「
建
議
」

(
原
文
で
二

一
一
一
頁
)
で
は
全
五
一章

に
分
け
て
「
本
位
問
題
」
「
東
三
省
準
備
銀
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行
」
「
第
一
歩
の
緋
法
」
「
農
業
金
融
問
題
」
「
遼
寧
省
財
政
問
題
」

を
と
り
あ
げ
、
第
三
部
は
「
柑
録
」
(
原
文
で
八
七
頁
)
で
各
種
調
査

表
(
利
息
、
物
債
、
人
口
、
銭
貨
統
計
、
保
例
、
章
程
な
ど
を
含
む
)

か
ら
な
る
。
以
下
本
文
中
の
頁
数
は
、
前
掲
註
(
幻
〉
、
邦
謬
書
に
よ

る。

(
伺
)
前
掲
註
(
但
〉
、
『
中
閣
の
幣
制
改
革
と
園
際
関
係
』
所
収
論
文
を
参

照。

(
卯
)
満
洲
中
央
銀
行

(
栃
倉
正
一
)
『
満
洲
中
央
銀
行
十
年
史
』
(
非
頁

品
〉
一
九
四
二
年
、
七
頁
。
ま
た
、
同
書
九
一

J
九
三
頁
に
は
、
東
北

全
鐙
で
ご
五
幣
種
、
二
ニ
六
努
種
L

も
の
多
種
類
に
の
ぼ
っ
た
と
計

算
し
て
い
る
。
こ
の
多
種
多
数
を
前
提
に
し
た
「
幣
制
蒸
胤
論
」
に
よ

る
東
北
地
域
史
像
は
今
日
ま
で
縫
悩
制
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
満
洲
中

央
銀
行
史
研
究
曾
縞
『
満
洲
中
央
銀
行
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

八
八
年
、
に
は
、
「
満
洲
中
央
銀
行
が
で
き
る
ま
で
の
満
洲
の
幣
制

は
、
世
界
に
類
例
の
な
い
素
胤
扶
態
で
あ
っ
た
」
(
四

O
頁
)
と
し
、
岩

武
照
彦
『
近
代
中
園
通
貨
統
一
史
上
、
下
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九

O

年
、
に
お
い
て
も
「
ま
こ
と
に
複
雑
か
つ
混
乱
を
極
め
」
た
(
上
巻
、

一
六
四
頁
)
、
「
全
中
園
に
お
け
る
最
悪
通
貨
で
あ
る
と
の
関

2
5
2
2

報
告
書
の
評
債
も
首
肯
出
来
る
衣
第
」
(
上
各
、
一
七
三
頁
)
と
い
わ

れ
て
い
る
。

(
川
)
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
視
角
か
ら
「
東
ア
ジ
ア
周
透
部
経
済
史
」
を
構

想
す
る
金
泳
鏑
『
東
ア
ジ
ア
工
業
化
と
世
界
資
本
主
義
』
(
東
洋
経
済

新
報
社
、

一
九
八
八
年
、
第
九
一章
、
一
一
二
ハ
頁
以
下
)
は
、
「
周
遊
型

工
業
化
の
推
進
主
鐙
」
の
形
成
を
論
じ
、
「
中
心
の
周
迭
に
た
い
す
る
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一
方
的
要
求
に
よ
っ
て
周
透
部
工
業
化
が
す
す
む
」
の
で
は
な
い
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
な
お
同
書
、
四
三
頁
の
〉
-
F
-
1
2
N
か
ら
の
引
用

を
参
照
。
ま
た
、
中
村
哲
『
近
代
世
界
史
像
の
再
構
成
|
東
ア
ジ
ア
の

頑
黙
か
ら
』
青
木
書
庖
、
一
九
九
一
年
、
に
お
い
て
は
「
中
進
資
本
主

義
園
論
」
を
展
開
す
る
な
か
で
、
「
東
ア
ジ
ア
の
資
本
主
義
形
成
に
た

い
す
る
歴
史
的
過
少
評
債
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
中
園
に
つ
い
て
も

「二

0
年
代
末、

三

0
年
代
に
従
属
的
中
進
資
本
主
義
化
の
道
を
歩
み

は
じ
め
て
い
た
」
と
概
括
し
て
い
る
(
六
二

J
六
三
頁
、
六
五
J
六
八

頁
、
一
五
三
頁
、
一
六
三
頁
〉
。
政
治
史
的
側
面
か
ら
の
接
近
と
し
て

拙
著
『
中
園
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
』
研
文
出
版
、
一
九
九
一

年
、
三
八
頁
以
下
を
参
照
。

(
川
)
前
掲
註
(
担
)
、
『
現
大
洋
票
に
就
て
』
(
一
九
三
二
年
五
月
出
版
)

は
、
「
現
大
洋
票
は
満
洲
園
の
統
一
通
貨
た
る
中
央
銀
行
新
紙
幣
の
母

鐙
と
し
て
注
目
す
べ
き
甚
だ
重
要
な
も
の
」
と
率
直
に
認
め
て
い
た

(
自
序
、
お
よ
び
七
二
頁
)
。
歴
史
針
照
的
に
表
現
す
る
な
ら
、
一
九

三
七
年
の
虚
溝
橋
事
件
が
そ
の
直
接
的
展
開
と
は
別
に
、
三
五
年
一
一

月
の
幣
制
改
革
を
阻
止
す
る
役
割
を
捲
っ
た
の
と
同
じ
役
割
を
、
柳
篠

湖
事
件
は
遼
寧
幣
制
改
革
に
射
し
て
果
し
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
一
九
三
五
年
段
階
の
中
園
幣
制
改
革
は
、
も
は
や
日
本
側
の
「
一

撃
」
で
は
軍
事
的
に
接
収
し
え
な
い
ほ
ど
の
園
際
的
圏
内
的
諸
傑
件
を

獲
得
し
て
い
た
相
違
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
。
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CURRENCY REFORM IN MANCHURIA

UNDER THE RULE OF ZHANG XUELIANG 張學良

NiSHIMURA Shigeo

　　

The currency problems in Manchuria can be boiled down to the one

of fengtianpiao奉天票during the rule of Zhang Zuolin 張作霖, and that

of ‘xiandayangpiao 現大洋票' during the rule of Zhang Xueliang｡

　　

Most historians have come to regard fengtianpiao as ａ typical case

ｏｉ　ｄｅ ｆａｃtｏ inconvertible money, which by repeating slumps made ａ

complete mess of the monetary system in Manchuria. However, taking

ａ close １００ｋat the situation after 1929, it becomes clear that the currency

problem in Liaoning province was practically being solved owing to the

exchange of fengtianpiao for the newly-issued ‘χiandayangpiao.' In this

context, special attention should be paid to ＴｈｅＲｅｐｏｒt　ｏｆ　tｈｅＣｏｍｍｉt£ｅｅ

ｏれthe Thｒｅｅ ＥａｓtｅｒｎＰｒｏて■ｊｉｎｃｅｓＦｉｎａｎｃｉａｌＲｅｆｏｒｍｒ東三省金融整理委員

會報告書』, which is interrelated with the Kemmerer Commission's report

of 1929｡

　　

The currency in Liaoning province was gradually being unified by

means of 'χiandayangpiao.' This situation leads us to the hypothesis that

the Japanese might have felt it necessary to take military action before

the currency　unification　became ａ　fact.　Furthermore, the monetary

integration with hadayangpiao Up大洋票was almost simultaneously in

progress in both Jilin and Heilongjiang provinces. It can be argued,

therefore, that the local currency reform undertaken in Liaoning province

was the forerunner of the national currency reform in 1935, and that

the Japanese, taking advantage of the local currency reform already in

progress in Manchuria, were thus able to restore monetary order there

in such ａ short time.
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